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主
と

し
て
、

業
機
械
専
門
家
と
と
も
に

、

③
 
②
 私

は

、

そ
の
間
の
実
態
か
ら

み
た
イ
ン
ド
の
稲
作
動
向
の

一
端
を
の

ぺ
参

ス
ラ
ー
ト
地
区
炭
業
普
及
セ
ン
ク
ー
に
栽
培
、

土
壌
肥
料
お
よ
び
農

上
記
に
関
す
る
事
業
を

実

施

し

て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
お
か
れ

て
い
る
地
域
性
に
応
じ

、
も

っ
と
も
効
果
的
と

稲
作
改
善
上
必
要
な
実
用
試
験

改
良
炭
機
具
に
よ
る

実

用
試
験
お
よ
び
演
示

各
セ
ン
ク

ー
は
、

考
え
ら
れ
る

、

三
年
八
ヵ
月
間
滞
在

し
て

、
去
る
三
月
帰
国
し
た
。

①

農

業

技

術

者

、
指
導
腹
民
に
対
す

る
稲
作
改
善
の
実
地
訓
練

事
業
が
日
印
間
協
定
に
よ
り
発
足

し
た
。

場
が
そ
れ
ぞ
れ
益
業
普
及
セ
ン
ク

ー
に
改
組
さ
れ

、

州
シ
ャ
ハ
バ

ー
ド
と
グ
ジ
ャ
ラ

ー
ト

州
ス
ラ

ー
ト

の
二
農
場
が

、

一
月
よ
り
マ
ハ
ラ
シ
ュ

ト
ラ
州
コ
ポ

リ
と
マ

イ

ソ
ー
ル
州
マ
ン
デ
ィ
ア
の
二
虚

上
期

八

カ
所
の
う
ち
四
ヵ
所

、

た
。 よ
び

一
九
六
九
年

年
か
ら
実
施
さ
れ
た
八
カ
所
の
模
範
農
場
は
、

イ

ン
ド
国
内
に
日
本
式

稲
作
技
術
の
模
範
演
示
を
目
的
と
し

て、

こ
れ
は
、
・

動
向
で
あ
る

こ
と
を
お
こ
と
わ
り

し

て
お
き
ま
す
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
農
業
普
及
セ
ン
ク
ー
の

実
績

か
ら
見
た

、
稲
作

ま

じ

め

＇ 

慣
行
稲
作
の
改
良
と
機
械
化

イ

ン

ド

の

稲

作

動

向

． 
＇ こ

（
第

二
次
）

理

事

長

（
第

一
次
）

に
初
期
の
目
的
を
達
成
し

、
成
功
裡
に
修
了
し

つ
ぎ
の
技
術
内
容
を
も
っ

す
な
わ
ち

一
九
六
八
年
七
月
よ
り

ビ

ハ
ー

ル

一
九
六
七
年

森

田

一
九
七

0
年 ．

 

一
九
六 潔

ぉ~
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ら
北
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、

ま
た
乎
地
か

ら
混
地
と

な
る
に
し
た
が

っ
て、

ヽ

シ
ャ
ハ

バ
ー
ド

の

ヽ

一
般
的
に
言
え
ば

、
雨
盤
は
南
か

も
あ
る
が

、

稲
は
年
中
生
育
が
可
能
で
あ
る
。

-
0
度
以

下

の
こ
と

も
あ
る
が

、
各
地

と
も

霜

考
に
供

し
た
い

。

イ
ン
ド
は
日
本
の

而
和
の
約

九
倍
も
あ
り
広
い
。
北
緯
八
度
か
ら
三
六
度
に
わ
た
っ
て
い

み
北
部
の
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
は
、

強
で
あ
る

。

ク
ー
は
何
れ
も
熱
帯
函
に
あ
る
。

(

S

日
m
e
r

最
高
気
温
を

み
る
と
、

日
本
の
関
東
地
方
の
緯
度
に
相
当
し
、
も
ち
ろ
ん

リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
樹
も

栽
培
さ
れ

て
い

る
。

（
図
一
参
照

）
全
体
的
に
見
れ
ば

、

s
e
a
s
o
n
 

マ
ン
デ
ィ
ア
は
標
高
七
0
0
m
の
高
原
地
に
あ
り

、

こ
と
は
な
い
。

ン
デ
ィ
ア

）

最
低
気
混
は

一
月
で
、

に
及
ん
で
い
る
。

を
み
る
こ
と
は
な
い
。

水
稲
の
生
育
の
最
低
気
温
十
三
度
に
対

し
、

日
中
は
三
0
度
近

く
な

る
の
で

、

降
雨
最

は
各
地
に
お
い
て
著
し
く

異
な
る
。

五

0

0
‘‘、リ、

っ
と
も
少
な
く
八
0

0
‘
‘
、
リ
内
外
で
あ
る

。

冬
期
早
朝
は
こ
れ
以

下
の
こ
と

四
セ
ン
ク
ー
に
つ
い
て
み
て
も
、

コ
ポ
リ
は
年
間

約
三

、
0

0

0

、
‘
、
リ
で

も

っ
と

も
多

く
、

つ
い
で
ス
ラ
ー
ト
の

二
0
0
、
‘
、
リ
、

マ
ン
デ
ィ
ア
は
も

-
0
度

（
ス
ラ
ー
ト
）

が
ヽ

四
！

五
月
が
高

く
、

五
度

（マ

四

0
度
以
上
に
な
る

四
五
度
に
達
す
る
こ
と
が
あ
る

一
月
）

夏
季

ニ
！

五
月
）

の
三
季
に
分
け

て
い

る
。

は
雨
季

（
召
1
a
r
i
f

s
e
a
s
o
n
六

l
九
月
）

冬
期

熱
帯
稲
作
の
指
導
を

し
て
い

る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

北
緯
約
二
三
度
の
北
回
帰
線
以
南
の

、

平
地
で
も
冬
期

雪
が
降
る

。

ヽ

稲
作
期
間
に
お
け
る
気
温
と
降
雨
且

． 

(
R
a
 bi
 

S
e
a
s
o
n
 1 

O
S
 

日
本
で
は

一
年
の
季
節
を
春
夏
秋
冬
の
四
季
に
分
け

て
い
る

が、

シ
ャ
＾
バ
ー
ド
は
北
回
帰
線
の
や
や
北
に
あ
る
が

、

イ
ン
ド
で

何
れ
も

い
わ
ゆ
る

熱
帯
圏

は
全
面
積
の
半
分

他
の
三
セ
ン

． 
-3 -



り
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が

、

ト
ン
で

、

（ヘ
ク

ク
ー
当
り

、

は
カ
ン
ポ
ジ
ア
の

F

A

0

 

二、 少
な
い
。

多
い
。

て
い
る
。． 

-
0
ト
ン
、

日
本
の
％
足
ら
ず
で
あ
る
。

ト

ン
）

（
一
九
六
五

）

湿
害
の
方
が
大
き
い
。

こ
の
間
に

、

の
最
初
の
降
雨
後

、
苗
代
作
り
を
開
始

し
て

播
種

し
、

大
洪
水
の
た
め

、
流
失
な
ど
の
災
害
が
ま
れ
に
は
あ
る
が

、

気
温
に
よ
る
災
害
は
雨
季
作
に
は
ほ
と
ん
ど
み

ら

れ
な
い
。
今
後
水
稲
二
期

精
障
害
を
う
け

て
不
稔
と
な
り

、
減
収
す
る

し
、

月
の
出
穂
開
花
期
に
熱
風
を
伴
な

う
高
温
に
よ
り
、
受
精
陪
害
を
起
す
こ

と
も
あ
る
。

イ
ン
ド
の

慣
行
稲
作
技
術

ア
ジ
ア
地
城
十
三
カ
国
の
米
作
収
裁

日
本
の
五

・

． 
（
ス
ラ

ー
ト
）
、

七
月
中

に
田
植
す

る
。

む
し

ろ
畑
作
物
の

十
二
月
中
旬

！

一
月
上
旬
に
出

ま
た
夏
作
に
お
い

て
四
！

五

一
五
ト

ン
を
箪
頭
に

、
最

下
位

イ

ン
ド

も
低
収
量
国

で
第

十
位

一

イ

ン
ド
国
内
で
も

も
ち

ろ
ん
地
域
に
よ

当
セ
ン
ク

ー
周
辺
の
憤
行
栽
培
の
実
態
を
お

話

す

は
、

に
よ
れ
ば

、

穂
開
花
す
れ
ば

、
授
籾
の
最
低
温
度
は
二

十
度
で
あ
る
か
ら

、
低
温
に
よ
る
授

作
お
よ
び
水
稲
三
期
作
が
行
わ
れ
る
ば
あ
い

、

数
年
に

一
度
ぐ
ら
い

、天
水
田

で
は
旱
魃
の
害
を
う
け

て
い

る
。

マ
ッ
チ
し
た
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
る
。

雨
季
の
終
る
頃
が
出
穂
開
花
期
で

、
収
穫
期

は
乾
季
と
な
る
。

因
子
と
な
っ
て
稲
作
は
通
常

一
年
雨
季
作

一
回
だ
け

で
あ
る

。

イ

ン
ド
は
天
水
田
が
多

い
の
で

、

多
雨
に
よ
る

う
ま

く
自
然
に

す
な
わ
ち

六
月

混
度

に
は
恵
ま
れ

て
い

る
が

、

っ
ま
り
雨
季
と
乾
季

と

が
は

っ
き
り
し
て

い
る

。

そ
の
他
の
季
節
は
雨
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か

上
記
の
雨
量
の
大
部
分
が
降
る
。

•
六

水
が
制
限

あ
っ
て
も

と
く

に

七
！

八
月
に

モ
ン
ス

ー
ン

に
由
来

す

る
雨
季

は
お
お
む
ね
六

！
九
月
で

、、
各
地
と
も

一
致

し

ま
た
乎
地
か
ら
高
地
と
な
る
に
し
た
が
っ

て
少
な

く

な
っ

て
い
る
。

し
か
し

、

- 4 -



刈
取
後
の
脱
殻
は
板
に
穂
部
を
た

A

き
つ
け
る
方
式
で
、

硫
安
と
少
早
里
の
燐
酸
肥
料
で
加
里
肥
料
は
使
用
し
な
い
。

を
見
は
か
ら
っ
て
施
肥

、
代
掻
が
行
わ
れ
る
。

種
子
は
ほ
と
ん
ど
自
家
採
種
の
も
の
を

、

一
般
に
焼
畑
乎
床
水
陸
折
衷
苗
代
と
も
い
う
べ
き
苗
代
を
作
成
し

て
い
る
。

枝
な
ど
を
堆
積
し
て
火
入
れ
し
、

に
、
種
子
の
全
面
撤
布
を
行
う
°
播
種
後
二
週
間
ぐ
ら
い
し
て
少
量
の
硫
安
を

中
に
加
里
と
燐
酸
と
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
。
雨
季
が
す
す
み
用
水
確
保
が
予

苗
代
播
種
最
は
き
わ
め
て
多
く

、

貧
弱
な
い
わ
ゆ
る
線
香
サ
田
の

、
徒
長
気
味
の
苗
を
一
株
十
本
内
外
田
植
し
て
い

る
。
苗
代
日
数
の
長
い
こ
と
と
深
植
が

、

な
っ
て
い
る
。

田
植
は
ほ
と
ん
ど
乱
雑
植
で
あ
る
。

ど
使
用
し
な
い
。

ガ
ン
ズ
メ
を
使
っ
て
い
る
篤
農
家
も
見
ら
れ
る
。

本
田
は
土
壌
が
重
粘
な
こ
と
も
あ
り
、

て
耕
起
す
る
。

雑
草
の
繁
茂
の
多
い
と
き
に
手
取
り
を
行
な
う
。

天
水
田
地
域
で
は
、

畔
の
補
修
作
業
を
行
う
。

ど
の
有
機
質
肥
料
だ
け
と
い
う
の
が
多
く

、

わ
れ
て
い
な
い
。

測
さ
れ
て
か
ら

、

二
回
ぐ
ら
い
追
肥
す
る
。
燐
酸

、

日
本
の

水
苗
代
に
切
換
え
る
。

風
選
に
よ
っ
て
選

用
水
管
理
も
充
分
行

一
般
に
本
田
施
肥
は
堆
厩
肥
な

厚
播
き
で

、
施
肥
の
不
均
衡
と
相
ま
っ
て
、

分
け
つ
を
少
く
し

、
低
収
の
一
因
と

正
条
植
で
あ
っ
て
も
除
草
機
は
筏
と
ん

収
穫
後
に
二
頭
引
き
の
牛
耕
に
よ
っ

「
く
ろ
ぬ
り
」
に
相
当
す
る

、
畦

こ
れ
は
集
水
の
目
的
で
畦
畔
に
作
土
の
士
塊
を
積
上

げ
て
畦
畔
を
高
め
る
作
業
で

、
乾
季
に
行
っ
て
い
る
。
雨
季
と
な
り
降
雨
到
来

化
学
肥
料
を
使
用
す
る
ば
あ
い
も
、

加
里
肥
料
は
使
わ
な
い
。

灰
化
し
て
、

耕
起
整
地
後
一
枚
の
広
い
乎
床

な
わ
ち
水
田
の

一
部
に
苗
代
予
定
地
を
選
定
し

、

れ
ば
そ
の
大
要
は
わ
か
る
と
思
う
。

． 

し
か
し
灰
化
し
た

風
選
だ
け
で
塩
水
選
は
し
な
い
。

こ
の
上
に
稲
薬

、
落
葉
、
落

． 
さ
れ
に
は す

-5 -



あ
げ
て
、． 
術
者

V

L
W
の
技

術
指
導

力
が
き
わ
め
て

弱
い
の
で

、

し
た
が
っ
て
、

． 

相
当
す
る

V
i

l
l
a
g
e

L
e
v
e
l
 
W
o
r
k
e
r
 
(以

下

y
L

W
と
略
す
る
）

の

技

術

水

奨
励
機
閲

と
の
間
に

密
接
な
連
絡
が
な

い
。

州
の
分
割
以
降
、

最
近

十
ヵ
年
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も

試
験
研
究
機
関

と
普
及

さ
て
、

て
い
る
。

る。 三
一
等
の
種
重
型
長
程
の
在
来
種
が
八
十
％
を
占
め
て
い
た
が
、
最
近
で
は
、

現
在
の
ヘ
ク
ク
ー
当
り
収
羅
は
灌
漑
地
域
で
精
籾
三
、

田
地
域
で
二
、

0
0
0
キ
ロ
程
度
と
見
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
改
良
稲

作
法
の
普
及
に
よ
り
増
産
の
余
地
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
う
ぺ
き
で
あ
る
。

当
セ
ン
タ
ー
の
普
及
哀
業

最
初
に
当
セ

ン
ク
ー

の
背
景
を
の
ぺ

る
と
、

の
マ

ハ
ラ
シ
ュ
ト

ラ
州
と
北
の
グ
ジ
ャ
ラ

ー
ト

州
に
二
分
さ
れ
た
。

に
七
％
で

、

南
端
に
位
し

、

っ
て
い
る
。

、
蛾
近

、

そ
の
米
作
付
面
積
比
率
は
、

当
ス
ラ

ー
ト
地
区

管
内
は
州
の
最

（
図

一
参
照
）
最
多
雨
地
帯
で

、
州
内
随

一
の
米
作
地
帯
に
な

イ
ン
ド

国
全
体
と
同
じ
二
五
％
で
あ

開
発
事
業
の
進
展
に
伴
っ

て
約
二

0
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
田
造
成
が
見
込
さ
れ

水
稲
作
に
関
す
る
従
来
の
試
験
研
究
は

、

日
本
の
普
及
員
に

準
が
き
わ
め
て
低
い
。
以
上
の
よ
う
に
第
一
線
に
お
い
て
、
直
接
農
民
に
接
す
る
技

当
セ

ン
ク
ー
は

全
力
を

こ
の

V

L

W
の
稲
作
技
術
水
準
向

上
に
つ
と
め
、

こ
の

V

L

W
の
体

一
九
六

0
年
の
ポ
ン
ベ
イ

し
た
が

っ
て
水
田
は
現
在
の

二
倍
に

拡
大
さ
れ
る
。

今
後
、

当

セ
ン
ク
ー
か
ら

約
三
十

km
北
東
の
位
置
に
あ
る

、

き
わ
め
て
少
な
い
。

し
か
し
、

ー
ト

州
の
棉
作
は
総
作
付
面
積
の
二
二
伶
の
多
き
を
示
す
が

、

四
〇
伶
程
度
に
減
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
Q

ウ

カ

イ

ダ

ム

水
稲
作
は
僅
か

一
九
六

0
年
ポ
ン
ペ

イ
州
が
南

七
五

0
キ

ロ
、
天
水

グ
ジ
ャ
ラ

い
わ

ゆ
る
高
収
量
品
種
を
盛

ん
に

導
入
し
つ
つ
あ
り
、
数
年
前

z

l

別
し
て
い
る
。

以
上
が
現
地
稲
作
の
概
要
で
あ
る
。

- 6 -



1.  爪

A 

セ

ン

ク

）

内

圃

場

水

稲

生

産

力

検

定

本

試

験

さ

ら

に

、

事

業

内

容

を

具

体

的

に

示

す

。

り

試

験実

用

試

験

項

目

゜
雨

季

作

一

夏

作

冬

作

第

三

段

階

る

展

示

圃

お

よ

び

そ

の

周

辺

に

、

こ

れ

ら

の

結

果

か

ら

、

グ

ル

ー

プ

染

家

を

設

置

し

て

、

雨

季

作

に

つ

い

て

は

泄

漑

地

域

、

さ

た

夏

作

に

つ

い

て

も

、

耕

種

基

準

を

確

立

し

て

、

る

改

良

稲

作

普

及

の

よ

り

ど

こ

ろ

と

す

ぺ

く

、

天

水

田

地

域

別

に

、

イ

ン

ド

の

技

術

者

に

対

す

目

下

鋭

意

取

ま

と

め

中

で

あ

る

。

き

た

。

さ

ら

に

日

本

の

進

ん

だ

農

業

機

械

を

実

演

し

な

が

ら

普

及

事

業

を

す

す

め

て

普

及

す

る

（

主

と

し

て

当

セ

ン

ク

ー

の

受

講

V

L

W

が

担

当

）

。

稲

作

技

術

を

第

一

、

第

二

段

階

の

試

験

研

究

結

果

を

考

察

し

て

、

村

に

姦

け

が

担

当

）

。

選

定

試

験

と

水

稲

肥

料

三

要

素

試

験

と

技

術

普

及

得

し

た

技

術

を

も

っ

て

、

る

こ

と

が

、

急

が

ば

廻

れ

式

に

、

事

業

を

進

め

て

き

た

。

当

セ

ン

タ

ー

に

お

け

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

運

営

方

針

を

要

約

す

る

と

、

ド

煤

業

技

術

者

に

対

す

る

米

増

産

の

た

め

の

合

理

的

技

術

普

及

方

法

の

指

導

」

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

第

二

段

階

二

次

的

に

一

般

煤

民

の

水

稲

技

術

水

準

向

上

に

充

て

飛

羅

的

な

米

増

産

に

導

く

も

の

と

確

信

し

、

す

な

わ

ち

、

当

セ

ン

ク

ー

内

圃

塙

に

お

け

る

実

用

試

験

と

、

そ

の

雰

囲

気

に

（

当

セ

ン

ク

ー

受

諧

V

L

W

地

城

別

現

地

展

示

試

験

地

に

お

け

る

、

応

用

試

験

（

水

稲

品

種

訓
練
゜

よ

る

、

技

術

者

に

対

す

る

稲

作

栽

培

技

術

お

よ

び

栽

業

機

械

化

に

関

す

る

技

術

庄

一

段

階 ． 

． 
「

イ

ン
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． 
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試害励

験地品
地に種
にお決

試おけ定
けるの
る優た 験
水良め
稲品の

項
肥種品
料選種

三定選 目

要試定
素験試

試 験

験

雨
000  胃

夏

作

冬

作

B
 

地
域
別
現
地
試
験
地
露
澁
器
也
域

八
、
天
水
田
地
域

三
、
塩

害

地

一

）

2 2. 2 1. 2 0 1 9. 1 8. 1 7. 16. 15. 1 4. 1 3. 1 2. 11. 1 0. 9. 8. 7. 6. 5. 4. 3. 2. .t16. 
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゜
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塁
作
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゜
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゜
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゜
作

-8 -



地
灌 漑 地 域

域

八七六五四三 ニー ん

，，＜ ス

ル
ラ

県II ／／ 

” ” 
II 

” I 
サ 卜

I -

パチ ガ ナプ チ マ ‘‘ ． 力
ク ン コ ル ム

ル
リ 召］ `： フ

卜‘ 郡
リ レ‘

サ I イ イ ワ イ ツ

地試
敬験
196 9 

-..  -●  -●  lー・・ 9 ● 一 ，． ・ • 一
～ 

1971 

-●  ●,... ,..... ,-

合
展

0 0 0 0 五 0 0 0 ホ

圃

七九 数
五〇九四四三六六

グ グ
ル ル

プI 
農↓ 五〇三二 三三 二 三

二五六―-- - - 麗五 O'五〇五五〇五

A
 

栽

培

⑱

地

域

普

及

科

目

一
般
栽
培
、

に

対

し

て

は

主

と

し

て

実

習

）

本

番

の

雨

季

作

に

は

現

地

に

行

き

、

家

の

圃

場

の

視

察

指

導

に

重

点

を

お

き

、

土

壌

肥

料

、

II 

一
九
七

晨

民

一
九
六

九

II 

一
九
七

II 

一
九
七
〇

普

及

員

一
九
六
九

II 

一
九
七
〇

対

象

者

普

及

官

一
九
六
九

技
術
訓
練
を
行
っ
た
。

時
期

⑨

技

術

訓

練

． 

普

及

事

業

を

す

す

め

て

き

た

。

試

験

地

、

農

業

様

械
三

日

間

II 

一
ヵ
月
閤

ニ

カ

月

間
四
ヵ
月
問

II 

二

週

間

（

諧

装

お

よ

び

実

習

、

器

民

展

示

圃

お

よ

び

グ

ル

ー

プ

品

四
回

四
四
名

一
回

一
名

二
回
二
回
一
回
一
回
一
回

二
二
名

二
二
名

1
0
名

―
二

名
一
名

主

と

し

て

セ

ン

ク

ー

内

に

お

い

て

夏

作

の

試

験

研

究

の

雰

囲

気

で

． 
-9 -



． 
し
た
が
っ
て
、
積
極
的
に
増
産
の
た
め
に

は
、

り
四
、

素
成

分
五
〇
！
六
〇
キ
ロ
程
度
の
少
肥
の
と
き
、

四、

慣

行
稲
作
の
改
善
点

修

理

は

、

L

W

)

 

お
よ
び
唐
箕
の
各

一

こ

れ

ま

た

、

に
当
ら
せ
た
。

N
I
三

一、

K
a
d
a
 1
 

7
 
6
ー

1

2
 

五

0
0
キ
ロ
内
外
）

以
上
施

す
と
、

肥
性
の
弱
い
品
種

で
あ
る
か
ら

、

し

か
し
窒
素
成
分
を

一
〇
〇
キ

ロ

倒
伏
し
て
少
肥
の
と
き
ょ
り
も
収
長
が
少
な

く
な
る

＜
ら

い
耐

多

肥

栽

培
し
て

も
増
産
に
は
結
び

つ
か
な
い
。

を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

I
R
1
8
、

が
得
ら
れ

る
。

当

セ

ン

． 

ジ
ァ
ヤ

の
ご
と
き
品
種
は

ヘ
ク

タ
ー
当
り

い
わ
ゆ
る

高
収
最
品
種
の
栽
培

相
当
の
収
量

な
ど
の
在
来
品
種
は

、

ス
ラ
ー
ト

試
験
地
所
在
の
郡
の
事
務
所
に
耕
転
機

、

セ
ッ
ト
を
配
置
し
、

の

運

転

指

導

の

も

と

に

、

一
般

伐

家

へ

の

普

及

を

図

っ

た

。

ク

）

で

受

講

し

た

各

県

の

修

理

工

ヘ
ク
タ

ー
当
り

窒

当
セ

ン
ク
ー
で

受
講

し
た

普
及
員

T

ミ
ス
ト
↓

ダ
ス
ク

ー、

一
の

各
郡
試
験
地
の
所
在
地
に
お

い
て
行
い
、

一
九

六
九
年
に

、

B
 

農

業

機

械

当
セ
ン
ク

ー

の
も
と

、

合

計

天水田地域

，，＜ 

ル

サ

II 

半
自
動
脱
穀
機

（ヘ

ク
タ

ー
当

そ
の

翌
年

一
九
七

0
年
か
ら

つ
ぎ
に
記
す
各
種
農
業
槻
械
な
ど
の
実
演
展
示
を

、
上
記

祁
段
階
に
第

一
サ

プ
セ

ン
ク
ー
と
し

て
試
験
地

‘

段
階

に
第
ニ
サ
プ
セ
ン
ク
ー
と
し
て
展

示
圃
を
設
置

し
、

プ
農
家
一
般

疫
家

へ
と

普
及
浸
透
を
図
っ
た
。

そ
の

周
辺
に
グ
ル
ー 村

九
六 五 五

五
九 六 四

五
五 五 八

二
七
五
二
五 四 五
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健
苗
育
成
の
た
め
に
は
試
験
の
結
果

、

用
が
増
産
上
き
わ
め

て
大
切
で
あ
る
が

、

試
験
結
果
に
よ
れ
ば

、
苗
代
播
種
益
は
大
粒
種

、

加
里
各
成
分

か
つ
窒
素
だ
け
の
施
用
で
あ
る
が

、

植
が
必
要
と
な
る
。

塩
水
選
は

、

在
来
稲
作
の
苗
代
は

、

部
分
が
乱
雑
植
で
あ
り
ー

我
々
が
調
査

し
た
結
果
か
ら
見

て
も
元
あ
た
り
十
八

株
内
外
で
少
な
い
。

長
さ
―

o
l
-

本
田
に
お
け
る
栽
培
密
度
は
田
植
労
力

、
苗
代
面
積
な
ど
を
考
察

し
て
、

五
X

-

ろ
う
。

田
植
網
使
用
に
よ
る
正
条
植
が
第

一
で
あ
る
。

五

cm

五
m

)

を
用
意
す
ぺ
き
で
あ
る
。

な
お
密
植
の
た
め
に
は

、

当
地
の
ご
と

く
強
枯
土
質
の
土
壌
で
は

、

苗
代
施
肥
最
は

、
在
来
法
は
少
な

く
、

で
十
五
グ
ラ

ム
が
よ
い
。

発
芽
後

十

日
目
と

、

(
n
f
あ
た
り
二
六

・
七
株
）

田
面
租
の
五

l
六
％
程
度
の
短
冊
型
苗
代

・
ニ
m
、

溝
巾
0

•

三
m
、

分
け

つ
期
に
回
転
中
耕
除
草
機
の
使

こ
の
た
め
に
も
田
植
網
に
よ
る
正
条

n
f
あ
た
り
窒
素

、
燐
酸

、

窒
素
は
元
肥
に
九
グ
ラ
ム
施

し
、

苗
代
に
播
種

し
て

田
植
四

t

五
日
前
に
各
三
グ
ラ

ム
追
肥

し
、

燐
酸
と
加
里

一
株
三

！
五
本
程
度
が
適
当
で
あ

（
巾

に
、
品
あ
た
り
三

、

0
0
0
~
=-―
‘

五

0
0
粒
程
度
が
よ
い
。
｛
田
代
面
積
は
本

小
粒
種

、
ど
の
品
種
も

一
率

長
し
た
細
か
い
苗
を

、

一
株
十
本
内
外
棺
え

て
い
る
。

品
あ
た
り
株
数
は
ー

大

し
か
も

一
枚
の
圃
場
内
で
株
数
の
差
異
が
い
ち
じ
る

し

い。

一
般
に

、
揺
種
最
が
い
ち
じ
る

し
く
多
く

、

こ
の
徒

増
産
と
な
る
の
で

、
先
ず
最
初
に
行
う
べ
き
増
産
技
術
で
あ
る
。

こ
れ
を
行
う
に
経
毀
と
手
間
が
き
わ
め

て
少
な

く
、

か
な
ら
ず

除
が
伴
う
ぺ
き
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

植
物
体
が
弱
く
な
り

、
病
害
虫
の
被
害
は
大
と
な
る
の
で

、

こ
れ
に
は
薬
剤
防

ま
り
多
紐
の
施
肥
拭
が
伴
わ
ね
ば
意
味
が
な
い

。

ま
た

、
多
肥
に
よ
り

一
般
に

ク
ク

ー
当
り
精
籾
七

、

0
0
0
~
七
、

五

0
0
キ
ロ
の
収
批
が
得
ら
れ
る
。

窒
素
一

互
〇
キ

ロ、

燐

贋

． 
加
里
を
窒
素
批
の
六

0
％
程
度
施

し
た
と
き

、

． 
つ ヘ

-1 1 -



I. 
現
状
に
お

い
て

も
、
大
炭
は
バ
ナ
ナ
、

て
い
る
。

土
地
を
所
有
し
な

い
農
業
労
働
者
が
二
三
佑

、

地
主

、
小
作
関
係
を
見
る
と
、

え

て
い
る

。

で
あ
る

。． 

不
在
地
主
が． 

地
主
が
全
体
の
五
五
佑

、
小
作

人

が
二

0
%
、

他
の
セ

ン
ク
ー
管
内
に
お

い
て
も

こ
れ

と
大
同

小
異
で
あ
る

。

し
か
し
、

大
設
が
所
有
す
る
面
積
は
き
わ
め

て
多
く
、

二

0
ェ
ー
カ
ー
以
上

の
大
農
が
十

二
％
程
度

六
！
十
五
ェ

ー
カ
ー
の
中
煤
が

当
管
内
に
お
け
る
機
様
化
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
営
良
状
況
を
見
る
と

、
経

五、

扱
械
化
と
問
題

点

よ
び
加
里
肥
料
を
使
用
す
ぺ
き
で
あ
る
。

め
に
は
経
済
的
に
も
勿
論
引
合
う
の
で

、
窒
素
最
の
五
〇

！
六

0
％
の
燐
酸
ぉ

し
か
し
試
験
の
結
果
か
ら
見
て

、
積
極
的
増
産
の
た

一
般
此
家
は
従
来
加
理
肥
料
は
全

く
施
肥
せ
ず

、
燐
酸
肥

キ
ロ

、
穂
揃
期
に
十
五
キ
ロ
を
追
肥

す

る
の
を
標
準
と

し
て

よ
か

ろ
う
。

キ

ロ
、

酸
、 本

田
施
肥
益
は

、

般
的
に
言
え
ば

、
現
在
盛
ん
に
普
及

し

つ
つ
あ
る

、

ヘ
ク
ク

ー
あ
た
り
窒
素

一
三

0
!
-

加
里
は
全
乱
元
肥

と
し
、

窒
素
は

一

対
人

、

燐
酸

、

い
わ
ゆ
る
耐
肥
性
の
強

い

五
〇
キ
ロ
の
ば
あ

い
、

元
肥
に

七

五

田
植
後
十
五
日
目
頃
の
分
け

つ
期
に
三
五
キ
ロ

、

管
内
に
お
い

て
、

料
も
き
わ
め

て
少
な
い
。

そ
の
而
殺
は
全
面
精
の
二

0
％
に
す
ぎ
な
い
。

対
面
積
と
も
約

二

五
％

、

高
収
社
品
種
に
つ
い
て
は

、

は
全
品
元
肥
と
す
る
。

五
〇
キ
ロ

、

こ
の
ば
あ
い
燐

幼
穂
形
成
期

に
二

五

営

面

栢

o
--
五
ェ

ー
カ
ー
の
零
細
経
営
が
全
体
の
六
五
％
の
多

く
を
占
め
る
が
、

五

0
％
を
越

•

五
佑
と
な

っ

サ
ト
ウ
キ

ピ
な
ど
の
栽
培
に
大
型

ト

ラ
ク
ク

ー
を
導

入
し
て
、

耕
転
と
連
搬
作
業
に

つ
い

て
機
械
化
が
相
当

す
す

ん

加
里
は
と
も
に
窒
素
成
分
梵
の
六
〇
伶
程
度
で
よ
い
。

品
種
の
特
性
に
よ
っ

て
加
減
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が

、
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提
と

し
て

耕
地
整
理
の
必
要
が
起
っ
て
く
る
。

転

機
）

一
度
灌
漑

し
て

耕
転
す
る
必
要
が
あ
る
。

を
使
用
す
る
に
は
、
刈
取
後
土
壌
水
分
の
適
当
な
、

い

わ

ゆ

る

適

期

の
他
の
耕
転
用
機
械

（
四
輪
型
ト
ラ
ク
ク
ー
、

駆
動
型
耕
転
機

、
け
ん
引
型
耕

ク
ロ
ー
ラ
型
ト
ラ
ク
ク
ー
の
耕
転
以
外
は
不
可
能
で
あ
る
。

管
内
の
水
田
土
壌
は
一
般
的
に
重
枯
土
質
で
あ
る
か
ら
、
完
全
に
乾
田
化
し

初
に
機
械
化
さ
れ
る
部
類
で
あ
る

。

①

大

農
が
個
人
で
行
う

檄
械
化

の
機
械
化
が
考
え
ら
れ
る
。

村
地
帯
に
工
場
の
設
置
、

く
る
と
思
う
。

そ
の
ば
あ
い
、

械
化
、

ま
た
は
大
都
会
へ
の
農
村
人
口
の
流
失
な
ど
で
、

そ

必
要
に
な
っ
て

大
染
が
個
人
で
行
な
う
機
械
化
、
小
晟
が
協
同

し
て
行
う

機

ま
た
は
政
府
そ
の
他
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
う
機
械
化
の
三
通
り

所
有
す
る
士
地
而
秩
も
広
く
、

購

入
資
金
も
豊
富
で
問
題
は
な
い
。

イ
ン
ド

で
機
械
が
生
産
さ
れ
な

く
て
も
、

政
府
が
輪

入
許
可
さ
え
す
れ
ば
、

最

た
場
合
に
は
、

（土
壌
表
面
の
亀
裂
の

巾
が
一

cm
ぐ
ら
い
の
と
き
）

し
た
場
合
に
は
、

か
い
機
械
化
技
術
の
普
及
が
問
穎
と
な
る
。

に
耕
転
す
る
か
、

こ
れ
ら
の
き
め
細

現
状
で
は

、
水
田
の

レ
ペ
リ
ン
グ

が
悪
く

、
農
道
も
水
路
も
な

い
田

越
灌
漑
を
普
通
と
す
ろ
か
ら
、

槻
械
化

の
前

田
植
機
椒
も
大
農
の
希
望

す
る

農
業
機
械
の

ー
つ

で
あ
る
が

、
重
粘
土
質
の
た
め
マ
メ
ト
ラ
農
機
製
T
A
ー
ニ

O
型
田
植
機
は
遠
転
中

、
苗
を
つ
か
む
ビ
ン
セ

ッ
ト
に

泥
の
付
羞
が
多

く
、

か
ら
、
農
業
機
械
化
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の

集
約
度
を
増
す
こ
と
に
よ
っ
て

労
働
力
が
不
足
し
て
く
る
。

賃
が
あ
が
る
。

イ
ン
ド
の
国
策
に
よ
っ
て
工
業
開

発
が
重
点
に
取
あ
げ
ら
れ
る
と

、
今
後
農

で
い
る
。

稲
作
機
械
化
の
点
よ
り
み
れ
ば
、

． 

． 
た
と
え
、

乾
田
化連

以
上
の
こ
と

ウ
カ
イ
ダ
ム
開
発
に
よ
っ
て
従
来
の
一
毛
作
が
多
毛
作
と
な
り
、
労

ほ
と
ん
ど
機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
。
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購
入
し
、

． 小農に
よ
る
協
同
組
合
的
の
も
の
を
作
り
、

． 
そ
の
組
合
に
貸
出
し
、

咬
た
は
補
助
を
行
っ

て
機
械
を
導
入
す
る
か
、

政
府
が
檄
械
を

使
用

し
て
い
な
い

。

当
地
で
の
使
用
は
無
理
で
あ

る
。

可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
試
験
し
た
こ
と
は
な
い
。
今
後
の
試
験
に
よ
っ
て
確

め
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド

製
の
も
の
は
重
紐
が
重

く
粗
雑
で

、

病
害
虫
多
発
が
予
想
さ
れ

、
も
っ
と
も
必
要
な
機
械

の

ー
つ
で
あ
る
。

る
に
簡
易
な
小
型
の
動

力
防
除
機
が
普
及
す
る
で
あ
ろ
う
。

が
晴
天
乾
燥
期
と
な
る
点
、

な
お
改

良
の
余

地
が
あ
る
。

長
稗
の
在
来
品
種
が
減
っ
て
高
収
景
品
種
に
急
激

に
代
り
つ
つ
あ
り

、
し
か
も

籾
の
脱
粒
容
易
な
イ
ン
デ

イ

カ
・
ク
イ
プ
で
あ
る

か
ら

、
当
地
に
よ

く
マ
ッ
チ
し
た

機
械
で

、
直
ち
に
普
及
し

て、

問
題
は
な
い
。

脱
殻
機
は

、

そ
の
他
の
農
業
機
械
に
比
ぺ
て
あ
ま
り
高
価
で
な
く
、
使
用
も

も
っ
と
も
普
及
し
や
す
い
殺
業
機
械
と
考
え
る
。

イ
ン
ド
の
大

殷
は

、

移
動
す

上
記
日
本
の
進
歩
的
疫
業
機
械
の
輸

入
を
き
わ
め

て
強

く
希
望
し
て
い
る
が
、
政
府
が
自
国
産
以
外
の
農
業
機
械
の
輸
入
を
制
限
し
て

一
般
的
に
言
っ

て、

資
金
面
に
難
色
が
あ
る
の
で

、
政
府
が
睛
入
資
金
を
長

期
に
貸

付
け

、

(2) 

小
殷
が
共
同
で
行
な
う
機
械
化

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

籾
米

が
行
わ
れ
る
方
式
が
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
も
大
部
分
は
ラ
イ
ス
セ
ン
ク
］
的
に
一
カ
所
で
籾
摺

籾
摺
機
と
精
米
機
1
現
状
で
は

籾
で
取
引
さ
れ

て
い
る
し
、

農
家
個
々
で
は

容
易
で
あ
る
か
ら

、

ク ＇
ボ

夕

コ

ン

，，＜ 

ィ
ン
ヽ

ク
ボ
ク
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
の
刈
取
機
は
、

そ
の
時
期

病
害
虫
防
除
機
は
使
用

上
大
き
な

問
題
は

な
く
、
今
後
多
肥
栽
培
に
伴
っ

て

が
ヽ 小
型
の
人
力
用
中
耕
除
草
機
は
、

日
本
製
の
も
の
は
好
適
で
、

評
判
が
よ
い

苗
ま
き
型
も
雨
季
作
で
は
強
雨
の
た
め
難
色
が
あ
る
。
乾
季
作
に
お
い
て
は

続
運
転
が
で
き
ず

、
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政
府
ま
た
は
団
体
が
機
械
を
贈

入
し
、

⑥

政

府

ま

た

は

団

体

が

行

な

う

機

械

化

刈
取
機
な
ど
を
導

入
す

ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

共
同
化
が
ス

ム
ー

ス
に
進
む
に

し
た
が
っ

て、

漸
次
そ
の
他

小
山
冦
に
お

い

て
も

、
今

後

は
高
収
紐
品
種
で
多
肥
栽
培
が
普
及
す
る

。

悪
と
な
る
の
で

、

忙
つ
ぐ
も
の

と
し

て
脱
穀
機
が
考
え

ら
れ

る
°

個
々
の
設
家
の
栽
培
が
種

々
雑

ム
ー

ス
に
す
る
た
め
伸
縮

し

な
い
田
植
網

、

き
も
の
と
思
う
。

の
耕
転
根

‘

人
力
中
耕
機
を
直

ち
に
使
用
す

ぺ

一
般
此
家
に
対

し
、

希
望
に
応
じ
た

機
械
を
迎
転
手
付
で
あ
る
い
は
機
械
だ
け
を
貸
出
し

、
そ
の
使
用
料
を
徴
収
し

、

運
営
す
る
方
法
で

、
大
晟
小
裂
を
通
じ
て
ス
ム
ー
ス
に
機
械
化
が
導

入

さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

法
を
ほ
ぼ
同
じ
に

し
た
集
団
栽
培
を
行

え

ば
能
率
的
と
な
る
。
集
団
栽
培
を
ス

多
で
あ
れ
ば

、
根
械
化
は
ス

ム
ー

ス
に
行
か
な
い
の
で

、
用

い
る
品
種

、

に
伴
っ

て
病
害
虫
の
多
発
が
予
想
さ
れ

、

長
期
に
わ
た
っ

て
機
械
の

代

金
を
徴
収

す
る

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

． 
ま
ず
共
同
で
病
害
虫
防
除
機
を
導

入
す

ぺ
き
と
思
う
。

． 
栽
培

こ
れ

こ
れ
を

防
除

し
な
け
れ
ば
む

し
ろ

改
こ
れ

-1 5 -



． 
査
匠
関
す
る
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
、

ま
た
本
年
一
九
七
二
年
二
月
匠
財
団
か
ら

、

イ

ン

ド

匹

お

け

る

肥

料

．ハ
イ
ロ
ッ

ト

銀

行

の

国

有

化

と

農

業

金

融

イ
ン
ド

の
州
別
食

イ

ン

ド

の

食

料

生

産

一

億

ト

ン

匠

到

達

か

内

い
さ
A

で、

（
参

考

と

殷

村

社

会

の
変
化

海
外
農
業
ニ

政

府

ペ

ー

ス

農

業

協

力

「
緑
の
革

命
」

そ
の
報
告
書
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す

。

イ

ン

ド

の

戯

業

機

械

化

実

験

調

ュ

ー

ス

で

と

り

あ

げ

た

イ

ン

ド

に

肉

係

す

る

ニ

ー

ス
を
こ

A

に
紹
介
致
し
ま
す
。

|

.1
イ
ン
ド

八
ヶ
所
の

ト
ラ
ッ

ク
ク

ー
工

場

新

設

ィ

ン

ド

匠

お

け

る

グ

リ

ー

ン

・
レ
ボ
リ

ュ
ー
ジ
ョ
ン

穀

物

生

産

の

概

況

容

(
U

P
州

の

例

）

・
ス
キ

ー
ム

． 
24 1 2 1 0 

，
 

8
 

6
 
4
 
6

8

 

ー

1

2

 

号

数

ュ
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て

い

る

日

本

の

秋

に

似

て

極

め

て

爽

快

で

あ

り

、

年

間

最

高

気

混

は

摂

氏

二

四

度

、

最

低

は

七

度

ほ

ど

で

あ

る

。

こ

の

様

な

気

候

の

地

域

差

と

見

合

っ

て

植

物

分

布

も

か

な

り

多

様

性

を

示

し

（
図
—
一
参
照
）
。

メ

キ

ッ

コ

市

を

中

心

と

す

る

中

央

高

原

の

気

候

は

、

期

に

は

ほ

と

ん

ど

雨

が

降

ら

な

い

。

候

温

和

で

、

五

月

t

十

月

が

雨

期

で

、

そ

の

ほ

か

が

乾

期

と

な

っ

て

お

り

、

乾

も

あ

る

°

秋

季

に

は

ハ

リ

ケ

ー

ン

も

裟

来

す

る

。

内

陸

の

高

原

は

一

般

に

、

気

誠

も

多

く

、

ク

バ

ス

コ

州

で

は

年

間

雨

最

三

、

0
0
0、‘

、

リ

に

た

っ

す

る

地

域

反

対

に

メ

キ

シ

コ

湾

を

南

か

ら

北

に

洗

う

海

流

は

、

温

湿

な

風

を

伴

い

、

メ

キ

シ

コ

湾

に

面

す

る

低

地

は

、

半

砂

漠

的

様

相

を

呈

し

て

い

る

地

域

が

多

い

。

州

で

は

年

間

雨

慨

が

一

0
0、‘
、

リ

に

も

達

し

な

い

所

も

あ

り

、

部

諸

州

で

は

、

雨

最

が

極

め

て

少

く

、

高

混

乾

燥

地

帯

と

な

っ

て

お

り

、

低

加

メ

キ

シ

コ

北

西

部

に

乾

燥

し

た

風

を

も

た

ら

し

、

カ

ル

フ

ォ

ニ

ア

半

島

及

び

北

て

い

る

。

太

平

洋

沿

岸

を

北

西

か

ら

南

東

忙

、

北

部

諸

州

に

は

メ

キ

ッ

コ

海

岸

を

洗

う

海

流

は

、

海

抜

五

、

六

0
0メ
ー

ト

ル

の

高

山

ま

で

、

カ

リ

プ

海

の

熱

帯

性

の

一

般

に

高

混

多

湿

で

雨

こ

れ

に

く

わ

え

、

海

流

が

メ

キ

シ

コ

の

雨

盤

と

湿

度

に

大

き

な

影

押

を

与

え

地

形

が

複

雑

で

あ

る

。

る
が
ヽ

そ

の

気

候

は

変

化

に

富

ん

で

い

る

。

熱

帯

雨

林

に

属

す

る

低

地

か

ら

、

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

に

つ

ぐ

第

三

の

大

国

で

あ

る

。

北

緯

一

四

！

三

―

―

一

度

の

問

に

あ

一

九

六

万

臼

の

国

土

面

積

を

も

つ

メ

キ

シ

コ

は

、

A メ

キ

ジ

コ

の

典

業

概

要

概

観

地

理

財

団

日

墨

交

換

研

修

生

の

報

告

メ

キ

シ ． 
コ

の

農

業

中

南

米

で

は

、 ． 
プ

ラ

ジ

ル

、

熊

谷

武

展
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． 
五
つ
の
南
部
の
州
が
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。

五、 雨
、

一、
二、 ッ
、

南
部
メ
キ
シ
コ

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ、

コ
リ
マ

、

豆
類

、
野
菜
が
作
ら
れ
て
い
る
。

冬
季
乾
燥
の
気
候
で

、
年
間
雨
益
は
六

0
0
|
-、

O

O

O

‘
‘
、
リ
で
あ
る
。

全
域
が

ヽ

五

0
0
メ
ー
ト
ル

を
越
え
る
地
域
で
あ
る
。
典
型
的
な
夏
季
降

ン
地

帯
が
多
い
。

湾
岸
の
湿
潤
な
気
候
条
件
の
影
辱
を
う
け
て
い
る
た
め

、

い
ま
で
も

、
亜
熱
帯
性
気
候
に
属
す
る
。

こ
こ
の
気
候
は
少
い
降
雨
社
に
よ
っ
て
特
徴
．
つ
け
ら
れ

、
年
間
雨
蕊
が
五

0

0
ミ
リ
を
越
え
る
こ
と
は
少
い
。
植
物
分
布
は
気
侯
条
件
に
比
例
し
て
サ
ポ
テ

四
、
中
央
高
原

北
部
高
原

い
る
。

周
年
平
均
し
て
雨
が
降
り
、

灌
漑
を
利
用
し
た

農
業
が
行
わ
れ

て

東
部
シ

ェ
ラ
マ
ド
レ

大
豆

‘

オ
レ
ン
ジ

、
熱
帯
性
果
物
及
び
牧
畜
が
盛
ん
で
あ
る
。

ェ
ラ
ク
ル
ウ
ス
州
が
最
も
重
要
な
設
業
地
帯
で
あ
る
。

州
は
雨
過
詞
の
た
め

、

「
寒
冷
北
風
」
が

吹
く
と
き
以
外
は

、

七
五

．ハ
ー
セ
ン
ト
は
六
月
か
ら
十
月
の
間
に
降
る
。

の
沿
岸
州
に
を
た
が
っ

て
い
る
。

こ
の
地
城
は
ク
マ
ウ
リ
パ
ス
州

、

メ
キ
シ
コ
湾
に
面
す
る
東
部
海
岸
は

、

こ
の
地
域
は
概
し
て
夏
季
降
雨
型
の
気
候
を
示

し
て

い
る
。
年
間
雨
姓
の
約

岸
の
三
つ
の
州
の
中
で

、

ヽ

東
部
湾
岸
平
野

比
較
的
安
定
し
た

気
候
を
も
ち

、

ベ
ェ
ラ
ク
ル
ウ
ス
州
、

． 南部、‘
、
チ
ワ
カ
ン
、

点
か
と
は
言
え
な

北
の
ク
マ
ウ
j
J
パ
ス
州
は
雨
不
足

、
南
の
ク

バ

ス
コ

混
和
で
良
好
な
気
候
条
件
で
あ
る
。

植
物
に
好
条
件
の

ベ

こ
A

で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

夏
は
む

し
暑
い
が

、

湾
冬
は

ク
バ
ス
エ
州
の
三
つ

北
か
ら
南
へ
弧
を
描
い
て
延
び
る
。

-18 -



B
 

九、

巌 ユ

業

概

観

カ

タ

ン

で
全
季
節
を
通

し
降
雨
が
不
足

し
て
い
る

。

北
部
お

よ
び
南
部

だ
け

が

牧
畜
に

ヽ

大
部
分
が
岩
屑
地
帯

メ
キ
シ
コ
最
北
西
部
に
あ
り

、

北
西
か

ら

南

東

へ

八

、

低

加

州

の
降
雨
と
太
陽
熱
を
利
用
し

て‘

メ
キ
シ
コ

最
大
の
商
業
的
裟
業
地
帯
を
形
成

全
域
が
乾
燥
地
帯
で

、
海
岸
線
に
沿
い
北

へ
上
る
ほ
ど
乾
燥
し
た
気
候
と
な

七
、
北
西
太
平
洋
岸

ジ
コ
有
数
の
森
林
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

徴
を
示
す
松
柏
科
の
林

、
低
い
ス
ロ

ー
プ

の
落
葉
、
常
緑
樹
と
り
ま
ぜ
た

メ
キ

そ
と
は
山
脈
の
東
西
か
ら
雨
を
受
け

、
亜
熱
帯
性
気
候
で
あ
る

。

六、 O
O
メ
ー
ト
ル
を

越
え
る
温
和

な
オ
＾
ヵ

高
原
で
あ
る
。

降
雨

、

で
、

殺
業
が
盛
ん
な
の
は

、
海

抜

一、

中
央
高
原
よ
り
も
温
暖
冬
湿

そ
の
気
候
は

熱
帯
性
穀
物
の
育
成
に
ほ
ぼ
理
想
的
で
あ
る
。

冬
季
雨

不
足
の
気
候
型
で
あ

る
。

西
部
シ
ェ
ラ
マ
ド
レ

西
部
山
系
の

、
北
方
は
砂
漠
性
で
あ
る
が
南
へ
向
う
に
つ
れ
て
半
福
に
な
り

、

る
。
北
の
ゾ
ノ
ラ
と
ジ
ナ
ロ
ア
州
は
ダ
ム
灌
漑
ジ
ス
テ
ム
が
最
も
発
達
し

、
夏

し
て
い
る
。

太
平
洋
の
波
に
洗
わ
れ

、

二
〇
〇

キ
ロ

の
長
さ
で
横
た
わ
る
半
島
部
で
あ
る
。

利
用
さ
れ

て
い
る

の
み
で
あ
る
。

全
地
域
と
も
一

年
中
塚
い
熱
帯
性
気
候
で
あ
る
。
殷
業
は
発
達
し
て
い
な
い
。

一
九
一

0
年
に
始
ま
る
革
命
の
結
果
、

メ
キ
ン
コ
は
そ
の
社
会
経
済
構
造
に

大
革
命
が
行
な
わ
れ

、
今
日
の
メ
キ
シ
コ
の
基
礎
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ゲ
レ
ロ

、

オ
ハ
カ
、

● 

チ
ア
バ
ス
の
各
州
で
あ
る
。

こ
こ
も

夏
季

亜
熱
帯
の
特

． 
五
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． 
の
綿
花
地
帯
で
は
綿
花
に
か
わ
っ
て
オ
レ
ン
ジ
、

． 
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

、

エ
ジ
プ

北
西
太
平
洋
岸
で
新
し

く
綿
花
の
作
付
面
積
が
増
え
た
の
に

く
ら
ぺ
、

び
収
稜
面
租
の
増
加
に

よ
る
も

の
で
あ
る
。

料
股
薬
の
普
及

、
灌
漑
設
備
の
普
及
な
ど
に
よ
り
単
位
面
積
当
り
の
収
祉
、

が
縮
少

し
た
。

北
部 及

こ
の
よ
う
な
生

産
高
の
伸
び
は
技
術
改
良

、
優
良
種
子
及
び
肥

の
間
に
三
倍
近
＜
伸
び

て
い
る

。

た
だ

し
小
麦
は
一
九
六

0
年
以
後
作
付
面
積

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

、

豆
類

、
小
麦
の
生
産
高

は
、

に
つ
い

て
見
る
。

ヽ（
表

ー

参
照
）

呉

産

物

主
要
戯
産
物
の
伸
ぴ
を
地
域
別
に

、

め
て
低
い
。
そ
の
生
産
物
の
大
半
は

、

湘
漑
し
て
い
な
い
耕
地
を
耕
や
し
て
生
活

し
て
い
る

た
め

、

六
五
年
の
七

一
万
に
増
加
し
て
い
る
。
設
村
人
口
の
七

0
％
は

、

―-l
％
に
な
っ

て
い

る
。

し
か
し
そ

の
人

口
は

、

六
―
―
―
•

三
佑
か
ら
、

六

0
年
の
五
四

・
ニ

％
に
減
少

し
、

巌

業

人

口

全
産
菜

人

口
忙
占
め
る
農
業
人
口
の
割
合
は

、

そ
の
シ
4
が
濯
漑
に
当
て
ら
れ

て
い
る
e

政
府
は

、

品
地
改
革
、

毎
年

、

殷
業
は
同
固
の

、

一
九
五

0
か
ら
一
九
六
六
年

生
産
高

、

自
家
消
費
に
あ

て
ら

れ

て
い
る

。

メ
キ
シ
コ
国
民
の
主
食
で
あ

一
九
六

0
年
の
六
一
四
万
か
ら
、

国
家
予
算
の

一
割
以

上
を

品
牧
業
開
発
に
支
出

し
て

い
る
。

を
吸
収

し
、

輪
出
の
大
半
を
農
牧
水
産
製
品
に
依
存
し

て
い
る

。

も
っ
と
も
重
要
な
産
業
部
門
で

、

教
育
の
普
及
、
地
下
資
源
の
問
題
な
ど

、

収
最

そ
の
生
産
性
は
極

や
せ
た

、

六
五
年
に
は
五

経
済
活
動

人

口
の

過
半

三
十
年
に
わ
た
る
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

1
部
門
に
対
す
る
大
規
模
の
公
共
投
資
が
行
わ
れ
た
。

ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
で
は
第
一
級
の
政
治
的
安
定
と
卓
越
し
た
経
済
政
策
に
支
え
ら
れ

、

近
年
屈
指
の

、
経
済
成
長
と
工
業
化
の
テ
ン
ポ
を
示
し

て
お
り

、

れ
て
い
る
。

特
忙
メ
キ
シ
コ
は

、
す
ぐ
れ
た
立
地
条
件

、

活
気
に
あ
ふ

一
九
四

0
年
の

収
穫
面
秩

、

天
然
資
源
に
恵
ま
れ

、

-20-



ヒ
ー
ド
以
外
の
土
地
が
出
現
し
た
。

さ
れ

、

に
、
六
、

四
七
九
万
ヘ
ク
ク

ー

ル
の
土
地
が
、

一
九
一
七
年
設
地
改
革
が
行
な
わ
れ
、

地
は

残

る
一
佑
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

（
推
定
一
、

他
の
二
佑
の
土
地
は
五

0
万
人
が
所
有
し
、
共
有

池
所
有
構
造
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

c
 呉

地

革 ． 
命

で
多

く
生
産
さ
れ
て
い
る
。

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

卜
豆
な
ど
が
ふ
え
た
。

（
国
有
地
を
小
作
す
る
股
民

）
と
工

一
九
一
七
年
か
ら
一
九
六
七
年
ま
で

即
ち
人
口
の
九
九
％
以
上
は
土
地
も
持
た

―
つ
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
、

豆
類
は
中
央
高
原

ほ
か
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
伸
び
を
示
し
て
い
な
い
。

一
九
一

0
年
に

メ
キ
シ
コ
に
起
き
た
革
命
の
原
因
の

五
二

0
万
人
）

大
地
主
に
握
ら
れ
て
い
た
。

ず
、
事
実

上
の

炎
奴
と
し
て

、

ら
れ
、
悲

惨

な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

二
三
八
万
人
の
エ

の

0
.
0
-
佑
に
も
満
た
な
い
、

一
握
り
の
地
主
の
た
め

、

ヒ

ー

ド

股

民

収
銑
は

、

洋
沿
岸
に
作
付
面
租
が
拡
大
し
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
、

不
公
平
な

農

当
時

、
耕
地
面
租
の
約
九
七
％
は
全
人
口

土
地
を
持
た
な
い
農
民
に
分
与

（
表
ー
ニ
参
照
）

約

八
五

0
人
の

過
酷
な
労
働
を
強
い

北
西
太
平
洋
岸
で
著
し
い
伸
び
を
み
せ

甘
蕪
は
メ
キ
シ
コ
湾
沿
岸
及
び
南
部
太
乎

． 
-2 1 -



• ● 

城地業農のコジキメ

、＼
＼
 

ー

~

応

:
¥

、I¥,

丁

＼

＼

ヘ:

V
¥
¥

＼
 

． 1．東部湾岸平卦 4．中央高原 7．北西太平洋岸

2．束部シェラマドレ 5．南部メキシ コ 8．低カ リフォニア

5．北部高原 6．西部 ・ンェラストル 9.ュカタン

＼＼  

¥ 5 

¥ ¥ 

-2 2-



表ー 1 主要作物の生産高

1950-1966年

● • 
単位 ：千 トン

｀ 
米 綿花 甘蕪 コーヒー インゲン豆 トウ モロコシ 小 変 胡 麻

生産高 1950 生産高 1950 生産高 1950 生産高 1950 生産高 1950 生産高 1950 生産高 1950 生産商 1950
年比 年比 年比 年比 年比 年比 年比 年比

1 9 5 0 187 100 260 100 9, 419 1 0 0 66 1 0 0 250 100 3,122 100 587 1 0 0 80 100 

1 9 5 5 2 1 0 23 508 94 14,002 149 93 1 4 1 449 180 4,490 1 4 4 8 50 142 9 1 1 1 4 

1 9 6 0 328 75 470 181 19,542 2 0 7 124 rt 8 8 528 211 5,386 17 3 1, 1 9 a 2 03 129 161 

1 9 6 5 34 0 82 584 225 22,200 2 3 6 1 4 8 224 903 361 8,502 271 2,282 389 163 204 

1 9 6 6 390 206 636 245 23,400 2 4 8 1 85 280 1,0 0 2 4 0 0 9,105 291 1,6 0 9 374 1 7 0 2 1 5 ． 
-23-



国
際
的
な
非
営
利
科
学
教
育
機
関
と
し
て
、

①

設

立

と

財

政

o
r
 I
n
t

e
r
n
at
i

o
n
a
l
 
M
ai
z
e
 
a
n
d
 

C
e
nt
r
o
 

C
I
M
M
y
T
の

概

要

C

I

M

M
y
T
は
メ
キ
シ
コ
政
府
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
中
心
に
な
り
、

式ー2 装地改革の状況

． I
n
 t
e
r
n
a
 ti
o
n
 a
l
 

メ
キ
シ
コ
に
一
九
六
六
年
に
設
立

財

団

鈴

栽

培

と

C

I

M

M

y
T

の

役

割

開

発

途

上

国

に

お

け

る

ト
ウw

h
e
a
t
 

モ

ロ

コ

ジ

木

分配地 分配 を受け l
期 間

(1, OOOha) た｛複家数

1916-34 10,618.2 938.701 

1 9 3 4-4 0 2 0, 0 7 3. 0 7 7 4,0 0 9 

1940-46 5, 3 2 7. 9 1 1 2. 4 4 7 
・-1 

1946-52 4, 5 2 0. 3 9 0, 4 0 6 

1952-58 2. 2 8 2. 0 38,739 

19 58-63 1 2. 5 0 0. 0 2 9 4, 3 6 3 

1 9 6 3-6 7 9, 4 7 0. 0 1 3 1, 4 6 D 

計 19 1 6-6 7 6 4, 7 9 1. 4 2. 3 8 0, 1 2 5 ． 瀕

I
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
 

小
麦

治

C
e
n
t
e
r
)
 

d
e
 M
ei
o
r
a
mi
e
n
t

o
 d
e
 M
a
i

z
 Y
 
T
r
i
g

o
 -24 _ 



材
養
成

②
 
①
 
の
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る

。

コ
ジ
が
主

要
食
物

で
あ
り
な
が
ら
低
収
賊
の
状
態
に
あ
る
熱
帯

、

功

目

（
 

に
あ
る

T
h
e
 

的
援
助
は

、世
界
銀
行

、

二
年
度
の
主
な
財

源
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る

。

一
九
七

二

年

度

C

T

M

M
y
T
の
財
源
及
び
そ
の
額

初

代
所
長
の

H
a
n
s
o
n
 

A
I
D
`
・
 

さ
れ
た

的
． 

国
除
熱
帯
殷
業
研
究
所
か
ら
転
任
し
て
き
た

H
a
l
d
o
r
e

図

小
麦
の
増
収
に
必
要
な
情
報
の
交
換
、

世
界
銀
行

勺

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小
麦
の
増
産
に
関
し
て

、

I
n
s
t
i
t
u
t
e
 o
f
 
T
r
o
p
i
c
a
l
 

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団

フ
ォ
ー
ド

財
団

U

S

A

I

D

 

西
ド
イ
ッ
政
府

月
三

十
一
日
に

退
任

し
、

I
n
 t
e
r
n
 a
 ti
o
n
a
l
 

A
g
r
i

c
u
l
t
u
r
e
 

氏
で
あ
る
。

W
e
l
l
h
a
u
s
e
n
 

C

I

M

M
y
T
の
主
目

的
は

、

国

へ
の
援
助
を
煎
視

し
て
い
る

。

ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
、

栽
培
方
法
の
研
究

世
界
各
国
の
科
学
者

、
農
業
改
良
普
及
員

、 ヽ

特
に
小

麦
、

博
士
が

0
0
0
 

ヽ

そ
の
他

u
s

七
五

0
、
O

O

O

U

S
$

七
五

0
、

0
0
0

九
三

0
、

0
0
0

0
0
0
、

0
0
0

二
0
0
、

一
九
七
一

年

十
二

現
在

の
第

二
代
所
長
は
ア

フ
リ
カ
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

世
界
各
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
援
助
す
る
こ
と
で
あ
る

。

亜
熱
帯
の
国

そ
の
た
め
の
具
体

的
な

目
的
と
し
て
次
の
も

遺
伝
学
用
材
料

行
政
担
当
者

、
殺
民
等
の

人

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
フ
ォ
ー
ド
の
両
財
団
が
主
で

、 ． 
ト
ウ
モ
ロ

西
ド
イ
ッ
政
府
等
か

ら
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

II 
響 IJ 

“ 一
九
七

「
研
究
に

必
要
な
土
地
は
メ
キ

シ
コ

政
府
提
供
の
も
の
が
多
く

、
財
政
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メキ シコ

． 

⑥

研

究

成

果

な

ど

刊
行
物
の
配
布
と
急
速

、
広
範
囲
な
普
及
の
促
進

援
助
⑤

科

学

、
技
術
関
係
学
会
の
援
助

、
ま
た
科
学
者
同
士
の
協
力
強
化
活
動
の

④

各

地

域

の

中

心

的

な

国

立

農

業

研

究

機

関

、
教
育
機
関
の
育
成
援
助

画
に
協
力

③

収

最

増

加

を
も
た
ら

す
研
究
成
果
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
各
国
政
府
の
計
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C

I

M

M
y
T
所
有
で
は
な
い
が
、

六
o
h
a
の
試
験
圃
場

で
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
の

栽
培
が

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、

海
抜
六

0
m

メ
キ
シ
コ
市
東
三
0
0
k
m

北
緯
二

O
・
二
九

④

ポ

サ

リ

カ

（
ベ
ラ
ク
ル
ス
州
）

四
三

m
の
試
験
圃
塙
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
市
南
東
一
五
0
k
m

北
緯
一
八
•

四

③

ト

ラ

ル

テ

ィ

サ

バ

ン

八
〇

図
の
試
験
岡
場

で
小

麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
ッ
及
び
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
栽
培
さ

海
抜
二
六
四

0
m

北
緯
一
九

一
六

②

ト

ル

ー
カ

（
メ
キ
シ
コ
州
）

麦
そ
れ
に
若
干
の

ソ
ル
ガ
ム
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

本
部
及
び
研
究
施
設
と
四
五
h
a
の
試
験
圃
場
が
あ
り
、

本

部

は

E

L

の
所
で
あ
る
。

試
験
分
場
の
所
在
地
と
規
模
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

海
抜
二

、

れ
て
い
る
。

•
B
A
T
A
N
に
あ
り
、

ニ
四
九

m

海
抜

九
四

0
m

試
験
圃
場
と
し

て、

北

緯

一
九
・
三
一
、

西
経
九
八
・

五
〇

メ
キ
シ
コ
市
束
三
0
k
m

西
経
九
九

・
三
五

メ
キ
シ
コ
市
西
八
五
k
m

（
モ
レ
ロ
ス
州
）

西
経
九
九

•

O
八

西
経
九
七

・
三
一

ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
、

メ
キ
ジ
コ
殿
業
機
関

①
 

エ
ル

・
バ
ク
ー
ン

（
メ
キ
シ

n
州
）

通
り
で
あ
る
。

し
た
本
部
へ
総
て
が
移
さ
れ
た
。

一
九
七
一

年
九
月
に
現
在
の
所
に
新
築

本
部
及
び
試
験
分
場
の
位
慨
は
前
図
に
示
す

コ
市
内
に
事
務
所
を
謄
い
て
い
た
が
、

以
前
は
チ
ャ
．
ヒ
ン
ゴ
国
立
呉
業
大
学
内
に
研
究
所
を

、

． 

． 
小

メ
キ
シ

こ
こ
は
メ
キ
シ
コ
市
の
東
約
三
0
k
m
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． 
岸
地
方
の
春
小
麦
の
生
産
を
ほ
ぼ
倍
に
し
た
。

． 
イ
ラ
ン
は
I
N
I
A
六

六

ト
ル
コ
は
メ
キ
ジ
コ

か
ら
直
接
種
子
を
輸
入
し
、

（

メ

か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
ク
ン

ヘ
急
速
に
広
ま
っ
た
。

を
刺
激

し
た
。

ハ
キ
ス
ク
ン

ま
た
他
の
開
発
途
上
国
の
主
要
穀
物
自
給
化
の
た
め
諸
活
動

二

0
0
万
ト
ン
か
ら
二
、

0
0
0
万

(1) 

小
麦
の

栽
培

と
収

翌

六
八
年
に
は
九
百
万
ト
ン
に
増
加
し
た
。

ok
g
に
増
加
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
は
一
九
六

0
年
の
六
百
万

ト

ン
か
ら
一
九

二

0
0
埒
か
ら
一
九
六
九

l
七

0
年
の
三

、

二

0

増
加
し
た
。

ゴ
ン
で
あ
る
。

C

I

M

M
y
T
の
構
成
を
簡
略
図
に
示
す
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

C

I

M
M
I
T
の
機
関
は

、

理
事
会
に
管
理
さ
れ

、
各
部
門
の
ス
ク
ッ
フ
会
議
で
決
め
ら
れ
た
研
究
方
針
に

そ
っ
て
研
究
者
は
協
力
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

(4) 

運

た
と
え
ば

、

一
ヘ
ク
ク
ー
ル
あ
た

，9
二
、

四

0
万
ト
ン

に
、

ト
ン

に
ひ
き
あ
げ
た
。

し
て
注
目
さ
れ
、

同
様
に

イ
ン
ド

は
一

、

C

I

M

M
y
T
 

一
っ
は

米
国

、

テ
キ
サ
ス
州
に
隣

こ
の
両
年
は
ほ
ぽ
同

じ
雨
姓
で
あ
っ

た
の
で
比
戟
す
る
こ
と
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

バ
キ
ス
ク
ン
は
メ
キ
ジ
コ
か
ら
高
収

社
品
種

と
そ
の
生
産
技
術
を
導
入
し
て

、

小
麦
生
産
菌
を

一
九
六
四
年
の
四
六

0
万
ト
ン
か
ら
一
九
六
九

l
七

0
年

の

八

こ
れ
ら

の
好
成
績
は
グ
リ

ー
ン
レ
ポ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と

・
メ
キ
シ
コ

種

と
そ
の
技
術
は
、

過
去
四
年
間
に
地
中
海
沿

メ
キ
シ
コ
の
小

麦
の
平
均
収
址
は

、

一
九
六

0
年
の

過
去
十
年
間
に
開
発
途

上
国
で
の
小
麦

、

ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
の
生
産
は
非
常
に

開
発
途

上
国
の
小
麦
、

世
界
数
力
国
か
ら
の
理
事
に

よ
り

構
成
さ
れ
る

営

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生

産
と

C
I
M
M
y
T
の
役
割

接
し
た
リ
オ
プ
ラ
ボ

ー
で
、
他
は
小

麦
改
良

を
主
と
す
る
ゾ
ノ
ラ
州
の
オ
プ
レ

の
も
の

を
借
り
試
験
し

て
い
る

所
が
あ
る

。
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事

I l 
！所長］

1 -

理
長

． 
ー

ー

小

麦

ー

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

部

門

と

ほ

庶

同

じ

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

ー

報

道

出

版

部

門

ー

研

修

部

門

忠

務

局

品

業

開

発

協

力

品
質
研
究
室

、
海
外

銀

行

、

土
壌
、

育
種

、

ク

ン
パ
ク
質

プ

エ

プ

ラ

プ

生
理

、

病
理

、
細
胞

、
昆
虫
‘

遺
伝

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

種

子

（

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

・

小

麦

研

修

）

． 
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ス
ク
ル

(2) こ
れ
は
、

が
ヽ

し
た
。

． 
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）

エ
ト キ

ュ

ー
バ
ン

フ
リ
ン
ト

サ
ル
バ
ド
レ

ー

ニ
ョ

（
キ
ュ
ー
バ

）

そ
し
て
六
つ
の
系
統
が
分
離
さ
れ
た
。

． 
コ
ー

ン
ア
メ
リ
カ
で
収
集
し
た
二

0
0
の
系
統
か
ら
、

ラ
テ

地
城
か
ら
他
地
域
へ
の
種
子
の
移
動
で
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ

そ
の
主
な
怜
出
先
は
イ
ン
ド

、・

パ
キ
ス
ク
ン
、

メ
キ
シ
コ
で
も
小
麦
栽
培
而
積
は
一
〇
倍
に
な
っ
て
い
る
。

改
良
品
種
の
全
栽
培
面
積
は

、

一
九
六
四
年
の

T
・
メ
キ
シ
コ
種
を
も
と
に
し
た
生
産
計
画
を

実
施

し
て
い
る
●

ポ
リ
ピ
ア
が
数
年
後
の
自
給
達
成
を
目
標
に
、

の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
し

、

他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、

ョ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

デ

ン

マ

ー

ク

が

C

I

M

M
y
T

さ
ら
に
栽
焙
面
積
が
拡
大

し
て

い
る
。

六

九

年

に

初

め

て

C

I

M

M
y
T

メ
キ
シ
コ
種
か
ら
の
生
産
且
が
、

チ
ュ
キ
ッ
コ
で
閉
発
さ
れ
た
品
種
）

ニ
ジ
ア
で
は

、

で
あ
っ
た
た
め
、

分
離
に
専
念
し
た
。

ス
ペ
ー
ニ
ョ

同
国
小
麦
生
産
姓
の
五
〇
佑
を
占
め
て
い
る
。

の
種
子
を
大
敢
に
輪
入
す

る
計
画
を
し

て
い

る
。

全
作
付
面
積
の

モ
ロ
ッ
コ
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
普
及
の
結
果
、

八

0
万

ヘ
ク
ク
ー
ル
か
ら
一
九
六
八
年
の
八

0
0
万
ヘ
ク
ク
ー
ル
に
ま
で
増
大

は
一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
の
四
年
間
で
約
一

0
万
ト
ン
の
租
子
を
輸
出
し
た

た
ほ
ど
の
祉
で
あ
る
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
エ
ク
ワ
ド
ル
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
と
収

畏

（
メ
キ
シ
n

)

・
ト
ロ

ヒ
カ
ル

・
フ

リ
ン

ト

コ
ロ
ン
ビ
ア
種

、

（
コ
ロ
ン
ピ
ア
）

C

I

M

M

y
 

ト
ル
コ
な

ど
で
あ
っ
た
。

C

I

M

M

y
T

の
国
際
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
計
画
の
初
期
に
、

育
種
家
は
、

優
秀
な
遺
伝
形
質
の
確
認

と

（
西
ィ
ン
ド
諸
島
）

そ
れ
ら
は
タ
ッ
ク

U
S
コ

ー
ン
ベ
ル
ト

合

成

近
東

、

メ
キ
シ
コ

ペ
）レ

I 
ヽ

北
ア
フ
リ
カ
地
域
へ
の
種
子
供
給

メ
キ
シ
コ
種
を
大
早●

に

・
メ
キ
ッ
コ
種
を
栽
培
し
た
結
果

、
好
成
績

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
一
九

一
九
佑
に

栽

培

さ

れ

た

C

I

M

M

y
T
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ル
ト
デ
ン
ト
そ
れ
に
在
来
フ
リ
ン
ト
か
ら
、

っ
て
い
る
。

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
来

、

新

ら

し

い

混

合

品

種

が

で

き

収

最

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
カ
リ
ピ
ア
ン
フ
リ
ン
ト
、

コ
ー
ン
ペ

以

上

と

い

う

自

然

交

配

種

が

、

新

ら

し

い

C

I

M

M
y
T
の
材
料
か
ら
開
発
さ

そ
し
て
よ
り
重
要
な
事
は
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
の
収
批
と
同
等
か
そ
れ

ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
は
、

最
初
の
ハ

イ
プ
リ
ッ
ド
の
二
倍
以
上
の
収

且

が

可

能

と
な

リ
ピ
ア
ン
混
合
粒
の

―
つ
を

導

入
し
て
、

収
拭
は
急
速
に
上
昇
し
た
。

の
イ
エ
ロ
ー
ク
ッ
ク
ス
ペ
ー
ニ
ョ
、

最
後
に

C

I

M

M

y
T
で

開
発
さ
れ
た
カ

最
初
ク

ッ
ク
ス
ペ
ー

ョ
か
ら
遺
伝
形
質
を
統
合

し
、

の
の
自
然
交
配
品
稲
と
比
ぺ
、

二
五

l
三

0
グ
P
-
0
竺
収
の
物
が
作
ら
れ
た
。

の

ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
は
一
九
四

0
年
代
初
期
に

、

外
来
の
遺
伝
形
質
の
価
値
の
顕
著
な
例
は
プ
ラ
ジ
ル
で
実
証
さ
れ
た
。

で
作
ら
れ
た
カ
リ
ビ
ア
ン
混
合
種
が
広
く
栽
培
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
開
発
さ
れ
た
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
が
、

概
さ
れ
た
地
区
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ

、
鴎

肉

、
た
ま
ご
生

産
の
急
速
な
開
発
に

ボ
リ
ビ
ア
の
低
地
で
は
、

る。

ペ
ル

ー
で
は
、

ク
ス
ペ
ー
ニ
ョ
フ
リ
ン
ト
混
合
品
種
か
ら
開
発
さ
れ
た
も
の
が
栽
培
さ
れ
て
い

ピ
ア
、

エ
ク
ワ
ド
ル
、

ペ
Jレ

I 
ヽ

ボ
リ
ビ
ア
低
地
の
新
ら
し
い
土
地
で
は
ク
ッ

イ
プ
リ
ッ
ド
は
主
に
ク
ッ
ク
ス
ペ
ー

の
導
入
に
よ
っ
て
生
産

姑

が

急

増

し
た

。

起
し
つ
つ
あ
る
。

ッ
ク
ス
ベ
ー
ニ
ョ
と
サ
ル
バ
ド
レ
ー
ニ
ョ
の
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
や
そ
れ
ら
の

品
種

セ
ン
ト
ラ
ル

の
海
抜

0
m
か
ら
一

、

0
0
0
m
の
地
帯
で
、

こ
れ
ら
の
色
々
な
混
合
で
開
発
さ
れ
た
品
種
は

、

こ
れ
ら
は
す
で
に
全
熱
帯
低
地
に
単
独
で

、

組
合
せ
で
広
く
普
及
し
つ
つ
あ
り

、

品
種
で
あ
る
。 ． 

海

岸

の

灌

ョ
と
エ
ト
の
組
合
せ
で
あ
る
。

ペ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は

高
収
批
品
種
や

＾

あ
る
い
は
色
々
の

世

界

中

の

熱

帯

、

•
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、

現
在
の

そ
れ

綬
初

コ
ロ
ン

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
革
命
を

主
に
高
収
社
の
ク

0
土

M
.M

y
T

在

来

の

フ

リ

ン
ト
の

優
良
な
も

次
に
メ
キ

ジ
n

そ
の
成
果
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
。

． 
亜
熱
帯
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． 

． 

設
備
の
整
っ
た
地
域
ゃ

雨
益
が
適
当
に

あ
る

地

域

で
い
ち

ぢ

る
し
い
。

非
常
な
速

さ
で
商
業
的
農
家
新
技
術
が
広
が
っ

て
い
っ
た
。

曰 口

進
ん
だ
栽
培
方
法
の
開
発

と
そ

の
実
用
化

‘
正
し

い
肥
料
の
使

い
か

た

←) 

高
収
且

．
病
虫
害
抵
抗
性
品
種
の
開
発

と
実

用
化

の
増
加
は
三

つ
の
主
な
要
因
の
組
合
せ
の
結
果
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
熱
帯

、
亜
熱
帯
で
の
め
ざ
ま

し

い

ト
ウ
モ

ロ

コ
ジ

、

熱
帯

、
亜
熱
帯
て
の
小
麦
、

が
ヽ

こ
れ

で
四

0
％
増
収
に
な
っ
た
。

ッ
ト

の
組
合
せ
か

ら

開
発

し
た
高
地
種
で

、

ェ
ク

ワ

ド
ノレ

コ
ス
ク
リ

カ
高
地
種

と

ケ

ニ
ャ
・

イ

ン
ド
は
過
去
五

ー
六
年
で
生
産
を
五
〇
伶

、

＾
キ

ス
ク

ン
は
六
九
年
に
三
〇

ト
ン
、

大
し

つ
つ
あ
り

、

0
万

ト

ン
の
生
産
丑
を
あ
げ
た
。

栽
培
面
積

で
五
二
、

0
0
0
ヘ
ク
ク

ー
ル

伸
び

て
い
る
こ
と
に

な
る

。

茄
増
産
さ

せ
た
。

東

ア
フ
リ
カ
、

同
計
画
で
作
ら
れ
た

、

る
よ
う
に
な
っ
た
。

C

I

M

M

y
T
が
セ
ン

ト
ラ
ル

・

ッ
ク
ス
ペ

ー

ニ
ョ
種
と

、

ケ

ニ
ャ

で
は

、

水
が
適

小
麦
の
生
産

最

近

C

I

M

M

y
T
と

の
共

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
自
給
を
達
成
す

を
示
し

、
在
来
種
よ
り
良
い
収
批
を
あ
げ

て
い
る
。

他
の
も
の
に
と
っ

て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

束
ア
フ
リ
カ
低
地
で
は

、

ア
メ

リ

カ
用
に
開
発

し
た
品
税
が
良
い
成
組

亜
熱
帯
ア
フ
リ
カ
で
は
タ

ク

ッ
ク

ス
ペ
ー

ニ
ョ
と
カ

リ

ピ
ア

ン
混
合
系
の
品
稲

ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
生

産
増

の
要
因

生
産
物
価
格

と
生
産
代
と
の
適
正
な
閲
係
の
維
持

す
な

わ
ち
、

新
技
術
と

旧
技
術
で
五

0
~
1
0
0外
の
収
姓
の

ひ
ら

き
が
示
さ
れ

な

が
ら
ヽ

こ
れ
は
特
に

灌
漑

こ
れ
は
過
去

十
年

で

毎

年

、
収
丑
で

-
0
万

一
九

六
九
年
に
は

八

0
万
ヘ

ク
タ

ー
ル

に
栽
培
さ

れ
、

カ
で
め
ざ
ま
し
い
前
進
が
み

ら

れ
る
。

新
ら

し
い

育
種
材
料
の
混

合

で
、

を
培
加

さ
せ
て
い

る
。

フ
ラ

一
七

南

ア
ジ
ア

、
東
南
ア

ジ
ア
、

熱
帯
ア
フ

リ

ク
イ
で
は
熱
帯
低
地
の
栽
培
面
税
を
増
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の
方
法
で
は
適
応
性

、

さ
れ

、
毎
年
多
数
の
品
種
が
約
五

0
の
違
っ
た
環
境
で
試
験
さ
れ

て
い
る
。

Jレ

コ
ヽ

．
、

イ
ン
ト

共
同
分
場
が

、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

、

育
種

、

た
め
、

適
応
性
研
究

、

る
に
あ
た
っ

て、

晶
民
の
古
い
伝
統
的
方
法

、

そ
ん
な
に
問

題
に
な

ら

な
い
。
投
民
が
利
益
を
作
り

だ
す

イ

ン
パ
ク

ト
を
支
え

に
な
っ
た
基
本
的
な
技
術
的
要
因

は
、

プ
リ
ッ
ド
で
な
け
れ

ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

開
発
す
る
に
は

、

ン
レ
ボ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
さ
ら
に
拡
げ
ら
れ
る
に
は
、

家
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

0
0
0
万

ヘ
ク
ク

ー

ル
栽
培
す
る
の
に
必
要
な
品
種
開
発
の
た
め

、

の
育
種
家
と
の
協
力
体
勢
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
広
大

な
地

域

で
は

気

候

、
病
気

‘

育
稔
が
必
要

で
あ
る
。

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

求
度
の
高
い
品
種
で
あ
っ
た
c

． 
収
最
、

グ
リ
ー
ン
レ
ポ
リ
ュ

ー

ジ

ョ
ン
の
も
と

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生

産
で

は
、

年
々
変
わ
っ

て
ゆ
く

病
気
と
の
戦

い
の

そ
れ
を
続
け
て
ゆ
く
方
針
で

あ
る
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の

協
力

プ

ラ
ジ
ル

、

病
虫
害
抵
抗
性

、

イ
ン
ド
そ
の
他
で
、

病
虫
害
抵
抗
性

な
ど
、

ハ
キ
ス
ク
ン
に

謄
か
れ

て
い
る
。

K
ア
メ

リ

カ
、

斗

目
的
を

品
種
開
発
に

し
ぼ

っ
て
、

良
品
種
が
ゆ
き
わ
た
っ
た
地
域
で
も

、

広
が
り
は
速
く
な
る
。
疑
い
も
な
く
、

る
こ
と
の
方
が
よ
り
大
切
で
あ
る
。

ト
ル
コ

、

病
収
且
性

、

こ

国
際
圃
場
の
方
法
が
計
画

ヒ
ア
フ
リ
カ

、

J

4
 

M
y
T
の
小
麦
育
種
の
仕
事
は
国
際
化
さ
れ
て
い
て

、

レ
バ
ノ
ン

、

栽
培
方
法

が

非
常

に
違
っ

て
い
る
。

こ

の

こ

と

か

ら

C

I

M

M
y
T

は
、

卜
五、

C

I

M

 

ま
だ
改
良
さ
れ
て
い
な
い
品
種
を
収
集
で
き
る
地
域
は
た
く
さ
ん
あ
り

、
改

態
度
を
変
え
る
事
は

、

科
学
的
生
産
技
術
を

も
し
グ
リ

ー

も
っ
と
育
種
計
画
を
強

良
質
品
糧
の
自
然
交
配
稲
で
も

可
能
で

あ

る
。

そ
の
主
な

C

I

M

M
y
T

の
育
種

世
界
各

国

一
カ
所
で

猥
得
で
き

な

こ
の
品
種
が
ハ
イ

肥
料
要

利
益
が
大
き
け
れ
ば

大
き

い
ほ
ど
技
術
の

習

慣

、

当
に
得
ら
れ
る

と
こ

ろ
で

は
、

新
ら

し

い
科
学
を
華

礎
花

し
た
技
術
を
普
及
す

． 
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． 
広
大
な
地
域
で
小
麦
は
海
岸
地
帯
か
ら

、
海

抜

三
千
六
百

m
の
所
に
ま
で
栽
培

0
万
ha
の
小
麦
作
付
の
た
め
に

、
改
良
品
種
の
開
発
を
目
ざ
し
て
い
る

。

忙
一

部
援
助

さ
れ
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
育
種

と
く
に
良
家
水
準
で
必
要
と
思
わ
れ
る

、
栽

培

C

I

M

M
y
T
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
育
種
計
画
は
熱
帯
、

(2) 大
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で

、

方
法
を
み
い
だ
そ
う
と

し
て
い
る

。

こ
れ
は
、

違
っ
た

水

分

下

で
新
品
種
の

収
昼

を
最

よ
う
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小

麦
計
画

を
持
っ

て
い
る

。

C

I

M

M
y
T
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
投
業
技
術
研
究
所

と
共
同
で
お
な
じ

て
い
る
。

ば
な
ら
な
い
。

故
の
所

で
最
面
の
収
益
を
示

す
方
法
を
み
い

だ
す
た
め

、

ロ
グ
ラ
ム
の
組
織
と
実
行
を
援
助
す
る
こ
と
を
、

団

の
直
接
援
助

で
行
っ
て
い
る

。

方
法
そ
し

て
肥
料
の
稲
類

、

(1) 

割
合

‘

こ
の
こ
と
か
ら

、

．
域

へ
小
麦
が
普
及
す
る
に
つ
れ

、
新
ら
し
い
生
産
方
法
が
作
り
出
さ
れ
な
け
れ

つ
ば
ら

栽
培
さ

れ
る
北
ア
フ
リ
カ
、

ハ
キ

ス
ク

ン
で
有
用
で
あ
っ
た
。

シ
コ

種
の

た
め
に
、

メ
キ
ッ
コ
で
開

発

さ
れ
た
生

産
技
術
の

八

0
％
は
イ
ン
ド

術
は
修
正

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

新
ら

し
い
地

域
で
渇
収
社
品
種
の
栽
培
が
可
能
に
な
る
に
つ
れ

て、

小
麦
生
産
計
画

C
I
M
M
y
T
の
活
勁

い
報
告
が

一
年
で
得
ら
れ
る
。

こ
れ
に
は
土
地
管
理

、
播
種
の
割
合

、

C

I
M

M

y
T
は
北
ア
フ
リ
カ
の
色
々
な
雨

し
か
し
異

な
っ
た

雨
益
の
条
件
下
で

、

さ
い
わ
い

、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

、

・
プ
ラ
ジ
ル
そ
の
他
の
地

C

I

M
M

y
T
 

こ
の

強

力
な

圃
場
研
究
プ

U
S
A
I
D
と
フ

ォ
ー
ド

財

時
期
忙
つ
い

て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム

も
含
ま
れ

こ
れ
は
フ
ォ

ー
ド

財
団

亜
熱
帯

の
五

、

0
0

時
期

、
も

メ
キ

生
産
技
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れ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
が
食
物
と
し

て‘

十
分
な
問
題
の
理
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
ぺ
て
の
関
係
者
の
熱
心
な
そ
し

品
質
ク
ン

パ
ク

の
も
の
に
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

目
的
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
小
麦
を
良

さ
れ
て
い
る
。
年
雨
祉
も
三

0
0
~
か
ら
四

、

0
0
0
呻
と
変
位
が
は

げ
し
い
。

C

I

M

M
y
T
の

協
力
活
動
は
ほ
と

ん
ど
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

束
ア
フ

リ

西
ア
フ
リ
カ

、

を
広
範
囲
適
応
性

、

エ
ジ
プ
ト
そ
し
て
南
ア
ジ
ア

、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
育

種
家
と
共
に
行
わ
れ
て
い
る
。

自
然
交
配

高
収
試
性
・
病
害
虫
抵
抗
性
の
開
発
に
当
て

て

こ
れ
は
世
界
中
の
低
緯
度
地
帯
の
多
く
の
育
種
家
と
共
同
で
行
な
わ
れ

C

I

M

M
y
T
中

央
研
究
チ

ー
ム
は

迫
伝
学
者

、
細
胞
学
者

、

学
者

、
病
理

学
者

、
昆
虫
学
者

、

国
速
関
発
計
画
と
の
共
同
作
業
で
は

、
特
に

、

重
点
を
お
い
て
い
る
。

た
と
き
ょ
り

、

こ
と
で
あ
る
。

中
央
研
究
チ

ー

ム
は
、

O
p
aq
u
e
-
2

と

こ
の
新
ら
し
い
形
の
蛋
白
は
生
物
学
上
、

通
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
ン

よ
り

0
ー

2
、

f
ー

2
ク
イ
プ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
で
育
て

二
倍
も
早
く
育
っ
て
い
る
。

人
間
の
主
食
に
な
っ

て
い
る
メ
キ
ン
コ
、

方
を
主
対
象
と
し
た
仕
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
の
努
力
は

、

企
業

、
金
融
様
関

‘

て
完
全
な
協
力
の
も
と
に

、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
時
蘭

f
l
o
u
r
y
1

2

 

ミ
ル
ク
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
価
値
を

そ
の
他
の
哺
乳
類
は

、
普

初
期
こ
れ
は

、

中
央
ア
メ
リ
カ
そ
し

て

ア
ン
デ
ス
地

育
種
家
や
栽
培
学
者
だ
け
で
な
く
政
府
役
人
‘

そ
し
て
こ
の
地
区
の
総
て
の
人
々
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
な

こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
に
は

、

直
接
使
わ
れ

て
い
る
、

豚
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ こ

民
間

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
が

持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

小
児
‘

子
が
知
ら
れ
て
い
る
。

に
、

の
二
つ
の
遺
伝

良
質
ク
ン
パ
ク
品
種
の
開
発

⑧

良

質

タ
ン
パ
ク

質
小
麦
の
開
発 栽
培
学
者

、
化
学
者
か
ら
な
る
。

て
い
る
。

い
る
。

カ
、

要
望
が
満
さ
れ
る
に
は
多

く
の
改
良
さ
れ
た
品
種
が
必

要
で
あ
る

。

． 

． 
生
理
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． 
と
を
計
画
し
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
は
現
在

、
世
界
的
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

民
と
国
の
利
益
の
た
め
の
、国
全
体
の
合
顆
、
経
済
、

社
会
に
設
民
を

参
加
さ
せ

る
こ

し
て
プ
エ
プ
ラ
州
政
府
と
の
共
同
の
も
の
で
あ
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
メ
キ
シ
コ
殷
業
省

、

． 
非
商
業
的
小
此
家
の

ト
ウ

て
い
な
い
。

モ
ロ
コ
ジ
が
も
っ
ば
ら
前
時
代
的
方
法
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
な
っ
て
い
る
。

平
均
的
品
家
は

五

ヘ
ク
ク

ー

ル
の
畑
を
持
ち

、

ト
ウ

の
国
々
で

、

五
〇
佑
を
占
め
て
い
る
。

自
給
を
達
成
出
来
る
の
に

、

助
す
る
た
め

、

面
を
設
立

し
た
。

多
く
の
国
々
は

、

自
給
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
地
区
は
面
租
一

は
自
給
経
済
の
段
階
に
あ
り

、

こ
れ
ら
の

晨

家

国
の
経
済
開
発
の
た
め

に
は
ほ
と
ん
ど
貢
献
し

チ
ャ
ビ
ン
ゴ
炭
業
大
学
そ

モ
ロ
コ
ッ
生
産
を
急
速
に
促
進
す
る
た
め
低
生
産
費
で
の
方
法
を
閉
発

し
、

森

一
六
千

ヘ
ク
ク

ー

ル
、

五
万

人

の
人

口

C

I

M

M
y
T
は
メ
キ
ジ
コ
の
プ
エ
プ
ラ
州
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
計

進
す
フ
ニ
刀
法
が
み
つ
け
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

こ
の
方
法
を
み
い
だ
す
の
を
援

し
た
が
っ
て

、

こ
れ
ら
の
国
々
で
可
能
な
限
り
の
低
生
産
伐
で

、
生
産
を
促

そ
の
土
地
の
半
分
前
後
で

食
粗
の

小
規
模
痰
家
は
現
在
耕
作
さ
れ

て
い

る
優
良
耕
地
の
四
〇
伶
か
ら

い
科
学
的
技
術
を
教
え
る
こ
と
が
さ
し
せ
ま
っ
た
問
函

と
な

っ
て

い
る

。

計
に
よ
る

と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
伶
の
人
々
が
こ
の
部
類

に
入
っ
て
い
る
。

少
な
い
地
城
の
優
秀
な
商
業
的
呉
家
間
に
も
っ
と
も
早
く
広
ま
っ
た
。

の
革
命
か
ら
少
し
し
か
恩
恵
を
受
け

て
い
な
い
小
規
模
農
家
に
対
し

、
新
ら

し

(4) 
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
グ
リ

ー
ン
レ
ポ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
は
、
危

険
が
比
較
的

小
規
模

渓
家
問
題

こ
の
計
画
は
小
規
模
な
自
給
生
産
森
家
に

、

力
や
他
の
熱
帯
地
域
の

、

く
す
る
は
ず
で
あ
る
。

多

く

こ
の

緑

特
に
霞
点
を
骰
い
て
い
る
。

統

現
在
の
タ
ン

バ
ク
栄
疾
不
良
問
題
を
す
み
や
か
に
軽
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こ
の
た
め
研
究
が
何
百
万
ド
ル
も
む
だ
に
な
っ
て
い
る
。

(5) の
他
の
地
域
や
南
ア
メ
リ
カ
に
伸
び

て
い
る
。

プ

エ
プ

ラ
製
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
は
低
い
水
準
の
煤
家
の
食
糧
生
産
を
高

そ
の
子
供
の
生
長
に
よ
り
栄
養
価
の
あ
る
ト
ウ
モ

ロ

コ
ジ
を
取
り
入

れ
る

、

最
も
単
純
な
方
法
の

―
つ

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

C

I

M

M
y
T

の
生
産
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
部
門
は
多
く
の
地
方
研
究

、

ク
レ
ジ
ッ

ト
お
よ
び
普
及
所
と
同
じ
ょ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
出
来
る
だ
け
深

く
入
り
込
ん
だ
。

数
年
の
う
ち
に

、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
れ
ら
の
サ

ー
ピ
ス
で
各
大
陸
の
栽
培
学
者
と
技
術
者
そ

し
て
ト

ウ
モ
ロ
コ
ン

、

C

I

M

M
y
T
は
国
際
情
報
交
換
所
と
な
り

、

そ
の
サ

ー

ビ
ス
を
公
開
す
る
よ
う
に

し
て

い
る
。

開
発
途
上
国
で
は

、

力
関
係
に
あ
る
研
究
所
は

、

め

の

機

構

を

作

っ

て

い

る

°

情

報

援

助

は

ま

た

C

I

M

M
y
T
の
研
究
者
ま
た

、

協
力
科
学
者
に
と
り

、
裔
収
品
種
や
よ
り
ょ
い
耕
作
方
法
を
凸
民
が
受
け
入
れ

る
よ
う
に
す
る
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

て、 き
わ
た
っ
て
い
る
。

モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
に
つ
い

て
の
情
報
の
交
換
を
促
進
す
る
た
め

、

印
刷
物
や
視
聴
党
媒
介
物
を
通
し
、

て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
る
。

低
水
準
か
ら
商
業
的
品
家
に

、

め、 で
あ
る
。

が
ヽ

こ
れ
ら
の
伝
達
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
ふ
せ
ぐ
た

能
力
あ
る
科
学
者
間
の
知
識
の
交
流
が
不
充
分
で
あ
り

、

小
麦
生
産
我
家
が
互
い
に
つ
な
が
れ
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
そ
の
結
果
は
鷲
異
的

C

I

M

M
y
T

の
伝
達
計
画
は
、

世
界
中
に
行

ま
た
デ

ー

ク
ー
セ
ン
ク

ー
と
し

C

I

M

M
y
T
と
協

こ
れ
は
生
産
方
法
を

そ
の
規
模
の
大
小
に
か
力
ゎ
り
な
く
、
変
わ
っ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
の
総
て
の
設
家
が

、

混
品
質
ク
ン

バ

ク
ト
ウ
モ
ロ
コ
ッ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
と
も
に

、

プ
エ
プ
ラ

で
開
発

、
試
験
さ
れ

つ

つ
あ
る
方
法
は

、

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

． 

． 
つ
ま
り

ト
ウ

メ
キ
シ
コ

生
産
活
勁
の
方
向
に
適

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は
た
っ
た
五
年
目
で
あ
る

-37-



． 
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小
麦
の
研
究
者
を

、

年
々
そ
の
数
は
増
加
し

、

． 

―
つ
の
同
胞
意
識
忙
か
た
＜
む
す
び
つ

こ
れ
ら
の

か
え
る
た
め
の
最
後
の
決
定
を
す
る
、
森
民
と
の
効
果
的
な
連
絡
に
も
貢
献
し

伝
達
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
原
則
の
も
と
に
な
さ
れ

て
い

口
此
業
生
産
の
改
善
に
興
味
を
示
す
各
国
の
育
種
家
や
栽
培
学
者
と
協
力
し

、

良
い
伝
達
材
料
を
作
り
出
す
よ
う
に
す
る
。

を
用
意
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
伝
達
者
は
晨
耕
研
究
に
密
接
に
結
ば
れ
る
こ

と
に
な
る
。

育
種
と
生
産
の
総

て
の

面
で

、

す
る
こ
と
で
あ
る
。

臼
メ
キ
シ
コ
で
の

進
ん
だ
研
修

研

修

は

C

I

M

M
y
T
の
も
っ
と
も
筐
要
な
活
動
の

一

国
や
地
域
の
プ

つ
で
あ
り
、

そ
れ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

、

生
産
活
動
に
適
応

こ
れ
ら
の
型
の

多

く

の

若

者

が

C

I

M

M
y
T
の

実
地
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に

参
加
し

て
い
る

。

袋
民
を
含
む
こ
と
は

、

発
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
。

一
九
七

0
年
に
は
百
名
以
上
を
数
え
た
。

若
い
技
術
者
は

、
糧
子
と
新
ら

し
い
考
え
方
を

持
っ

て
帰
国
す
る

だ
け
で
な
く

、

き
わ
め
て
近
い
時
期
に
来
て
い
る
。

グ
リ

ー

ン
レ
ボ
リ
ュ

ー

ジ
ョ
ン
が

、

を
計
画
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
る

、

得
る

、

五
名
か
ら
な
る
若
い
技
術
者
チ

ー

ム
の
関

特
別
な
注
意
が
小
監
の
生
産
促
進
の
た
め

、
プ
エ
プ
ラ
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

育
種
と
生
産
チ

ー
ム
の

開
発
に
お
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
繁
栄
さ
せ
る
政
策
を
促
進
で
き
る
、

よ
り
多
く
の
重
点
は
生
産
促
進
計
画
を
組
織
し
実
行
出
来

M

M
y
T

の
多
く
の
研
修
は
仕
事
に
勤
務
す
る
形
で
あ

り
、

小
麦
生
産
の
生
産
力
開
発
を
強
く
望
ん
で
い
る
国
忙
支
え
ら
れ
て
い
る
。

O
T
-

す
ぐ
に
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
若
者
の
接
成
に
あ
る
。

点
は

、

ロ
グ
ラ
ム
強
化
の
た
め

、

そ
の
璽

0

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

＇ る。

H
他
の
地

域
で
も
手
本
と

し
て
使
え
る
、

註
民
に
適
し
た
物
を
作
る
。

て
い
る

。
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め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

転
換
は

、

熱
帯

、

れ
て
い
な
い
。

毎
年

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で

、

ス
リ
ッ
プ
、
赤
ダ

亜
熱
帯
陀

お
け
る

総

て
の

ト
ウ

モ

ロ
コ
シ
の

高
ク

ン
パ
ク

品
種

へ
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

可
能
な
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。

改
良
が
考
え

ら
れ

る
ぺ
き
で
あ

る
。

忙
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
と
小
麦
を
普
及
さ
せ
る
に
は

、

科
学
技
術
に

よ
っ
て
も
‘

展
に

は
、
次

々
に

多
く
の
品
種
が
関
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

グ
リ

ー

ン
レ
ボ
リ
ュ

ー

ジ
ョ
ン
は
は
じ
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
が

、

け
る
こ
と
忙
貢
献
し
て
い
る
。

エ
ン
テ

ー

シ
ョ
ン
と

研
修
を
受

け
た

、

先
進
国

の
研
究
所
と

の
共
同
計
画

一
般
的

な
方
針
と
し

て、

る
碁
本
的
研
究
に
は
手
を
つ
け
な

い
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

品
種

の
開

発

の
基
本
的
な
仕
事
は
米
国
の
P
u
r
d
u
e
大
学
の
科
学

者
と
の
協

力
に
よ

っ
て
な
さ
れ

て
い
る
。

象
の
解
明
の

た
め
予
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

、

大
学
の
科
学
者
達
と
共
同
で
行
っ

て
い

る
。

七
十
年
代

の
見
通

し

性
品
税
を
育
成
す
ぺ
き
で
あ
る
。

(7) 達
せ

ら
れ
な
か

っ
た

に
ち

が
い
な
い
。

ど
不
思
議

な
ほ
ど
の
小

麦
の
増
産

は

、

． 
太
陽
光
線
と
土
壌
婆
分
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
の

ニ
に
よ
っ
て

、
高
栄
婆
何
の
小
麦
の
育
種
は

、

莫
大
な
額
が
夜
と

う

虫

、

し
か
し
こ
の
部
門
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
さ

虫
に
対
す
る

高

い
．
抵
抗
性
の
品
種
の
開
発
は

特

に
、

C

I

M

M
y
T
は

、

気
象
条
件
考
慮

し
た

品
種

こ
の
方
針
の
も
と
に

、

例
え

ば
、

メ
イ
虫

、

新
ら
し
い

ト
ウ

モ
ロ
コ
ジ
の
多

く
の

生
理
的
現

今
カ
ナ
ダ
の
ゲ
ル
フ
庭
科

簡
単
に
水
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
よ
う
な
地

域

乾
燥

と

水
分
過
多

に
対
す
る

抵
抗

奪
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
始

詫
ク

ン
パ
ク

ほ
か
の
と
こ
ろ
で
さ
れ

て
い

多
く
の
若
い
パ
キ
ス
ク
ン
人
無
し
に
は

メ
キ
シ
コ
で
小

麦
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
オ
リ

西
．
＾
キ
ス
ク
ン
に
お
け
る

、

． 
こ

の
発

ほ
と
ん
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人

口

七

0
0万
人

を

か

か

え

る

巨

大

な

高

原

都

市

メ

キ

シ

コ

市

は

、

メ

キ

ジ

コ

市

か

ら

プ

エ

プ

ラ

州

へ

プ

ロ

ゼ

ク

ト

地

区

と

は

参

さ

れ

る

。

ら

な

い

。

考． 
は

お

ど

ろ

く

べ

き

課

蹂

で

あ

り

、

財

団

． 苫広助 一
九
六
六
ー
七

0
年

C

I

M

M

y
T
は

こ

れ

ら

の

解

決

に

向

か

い

、

活

動

を

続

け

て

い

る

。

多

く

の

人

々

ゃ

研

究

所

の

共

同

活

動

が

要

求

こ

れ

に

か

A
わ

る

人

口

は

、

世

界

人

口

の

約

半

数

に

あ

た

る

。

こ

れ

グ

リ

ー

ン

世

界

の

優

良

耕

こ

れ

の

た

め

に

は

強

化

し

た

研

修

計

画

と

と

も

に

、

多

く

の

人

的

資

豚

を

必

適

応

す

る

、

超

品

種

が

開

発

さ

れ

る

か

も

し

れ

な

い

。

蛾

も

適

し

た

植

物

の

形

状

は

、

れ

て

い

な

い

。

ま

た

生

理

的

し

く

み

侯

条

件

に

対

す

る

、

レ

ポ

リ

ュ

ー

ジ

ョ

ン

が

、

ト

ウ

モ

ロ

コ

ジ

の

反

作

用

を

あ

や

っ

っ

て

い

る

）

っ

と

よ

く

解

明

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

要

と

す

る

で

あ

ろ

う

。

食

粗

増

産

の

た

め

生

産

力

を

開

発

し

て

、

社

会

問

函

を

解

決

し

て

行

く

に

は

、

そ

う

す

れ

ば

、

ま

た

違

っ

た

気

も

っ

と

広

範

囲

に

地

の

四

0％
を

占

め

る

、

低

生

産

水

準

の

晨

民

に

ま

で

お

よ

ぽ

さ

な

け

れ

ば

な

右

の

報

告

を

書

く

に

あ

た

っ

て

は

C

I

M

M

y
T
の

ま

で

の

問

の

年

次

報

告

書

を

参

考

に

し

た

。

プ
エ
プ
ラ

・
プ
ロ
ゼ
ク
ト
見

聞

記

ト

ウ

モ

ロ

コ

ッ

増

産

計

画

そ

の

昔

、

（

日

長

変

化

に

対

す

る

、

は

、

も

ト

ウ

モ

ロ

コ

ジ

に

関

す

る

か

ぎ

り

あ

ま

り

知

ら

-40-



ベ
テ
ル
で
五

、

四
五
二

m
、
今
で
も
火
口
か
ら
煙
を
吐
い
て
い
ま
す
。

こ
の
高
い
方
の
山
が

、

た
雪
を
か
ぶ
っ
て
現
わ
れ

、
私
達
研
修

生
一
同
は

、

ボ
ル
ケ

ー

ノ
を
少
し

荒

々
し
く
削
っ
た
様
な

、

い
ま
ひ

そ
の
絶
景

に
し
ば
し
う
っ

一
段
と

高

い
火
山
が

、

こ
れ
ま

現
わ
し

、

前
に

現

わ
れ
ま
し
た
。

る
雪
に
は
し
ゃ
ぎ
回
っ
て
喜
ぶ
始
末
で
す
。

実

は
、
私
も
メ
キ
シ
コ
に
来
て
初

｀

め
て

雪
を
見
た
わ
け
で

、

な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
は

、
今
ま
で
各
地
で
見
て
い
た
石
灰
石
の

＾

問
も
な
く

、

そ
の
向
う
に
富
士
山
と
い
う
よ
り

、

と
り
し
た
位
で
す
。

あ
の
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
の
マ
ヨ
ン

メ
キ
ッ
コ
第
二
の

窟

山
ボ
ボ
カ
テ

ま
た
も
右
手
に

、
今
度
は
そ
の
同
じ
山
が
全
容
を

も
う

海

抜
三

、

0
0
0
m
以
上
も
登
っ
た
と
思
わ
れ
る
頃
か
ら

、

下
り
坂
に

ゲ
山
の
ひ
と
つ
と
判
断
し
た
位
で

、
残
雪
で
あ
る
と
は
信
じ
か
ね
ま
し
た
。

う
ち

、

フ
ィ
リ
ビ
ン
か
ら
来
て
い
た

研
修
生

達
は

、
初
め
て
見

右
手
前
方
に

雪

を
頂
い
た
死
火
山
が
、

森

を
か
を
分
け
る
様
に
し
て
眼

ゃ
り
し
た
乾
い
た
空
気

が
窓
か
ら
入
っ
て
き
て

、
快
適

そ
の
も
の
で
す
。

し
い
＾
ィ
ウ
ェ
イ
を

、

メ
キ
シ
コ
市
か
ら
方
向
を
南
束
に
と
り

、

な
り
ま
し
た
。

順
応
し
て
し
ま
い

、

息
切
れ
と
な
っ
て
、

標
高
二

、

て
行
っ
て
い
る
プ
エ
プ
ラ

・
プ
ロ
ゼ
ク

ト
地
区
を

訪

ね
、

平
坦
な
道
路
を
三

0
分
も
走
る
と

、

湖
で
し
た
が

、 ． 

す
ぐ
に
坂
道
に
さ
し

か

か
り
ま
す
。

プ
ロ
ゼ
ク

｝
地
区
の
あ
る
プ
エ
プ
ラ
州
へ
向
い
ま
し
た
。

そ
し
て

、
年
間
を
通
し
て
温

度

差

の
少
な
い

、

昨
年
七
月
に

、

ア
メ
リ
カ
合

衆

国
並
み
の
す
ば
ら

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
研

修

に
参
加
し
た
私
達
は

、

み
た
い
な
気
候
が

気
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

C

I

M

M
y
T
が
中
心
に
な
っ

す
ぐ
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
が
、

四

0
0
m
、

C

I

M

M
y
T
 

色
々
な
点
で
参
考
に

空
気

の
う
す
さ
は

、
外
国
人
に
と
っ
て

‘

も
か
げ
を
少
し
残
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

今
は
す
っ
か
り
干
上

が
っ

て
し
ま
い

、

． 
そ
の
ひ
ん

日
本
の
秋

十
日
も
す
る
と

、
す
っ
か
り

円
腸
障
害

、

テ
ス
コ
コ
湖
が
昔
の
お
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の
計
画
及
び
実
行
は

、

ラ
州
政
府
の
協
力
に
よ
っ
て
、

学
院
、

モ
ロ
コ
シ． 

． 

C

I

M

M

y
T
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
部
門
、

ト
地
区
に

選
ば

れ
ま
し
た
。

土
壌
部
門

、

プ
ロ
ゼ
ク
ト

が

ス
ク
ー
ト
し

ま
し
た
。

肥

料

販

売

会

社

等

の

参

画

を

得

て、

小

麦
改
良

セ
ン
ク
ー
）

た
良

村
の
食
生
活
向
上
を
計
る
た
め
、

事

実

上

プ
エ
プ

一
九
六
七
年
に
こ
の
地
区
が
プ
ロ
ゼ
ク

ウ
モ
ロ
コ
ッ
畑
の
畦
の
木
蔭
に
図
表
等
を
用
意
し
て
、

博
士
は

、

岐
も

き
ら
っ
て
い
る
人
物
で
す
。

て
い
ま
す
。

前
方
で

、

大
な
す

そ
野
が
．
ハ

と
つ
の
山
は
、

一
六
世
紀
、

死
火
山
で
あ
る
イ
ス
ク

シ
ワ
ク
ル
で
五
、

ッ
と

現
わ
れ
ま
し
た
。

マ
リ
ン
チ
ェ
と
は
、

ク
ト
の

実

際

上
の

責

任
者

日
焼
し
た

、

(
G
e
n
e
r
a
l
 

っ
た
た
く
ま

し
さ
を
備
え
た

人

で
す
。

国
立
及
び
民
尚
の
銀
行

、

前

方

一
面
に

、

さ
っ
そ
く

、

プ
ロ
ゼ
ク

ト
の
説
明
を
始
め
て
く
れ
ま
し
た
。

注

目

さ

れ

て

い

る

プ

エ

プ

ラ

・

プ

ロ

ゼ

ク

｝

主
要
虔
産
物
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
の
増

産
と

、
農

村
地
区
の

所
得
の

向
上
、

メ
キ
シ
コ
政
府
は
、

を
主
体
に

、

C

I

M

M

y
T
 
（
国

際

ト
ウ

国
立
メ
キ
シ
コ
腹
業
大
学
大

が
っ
ち
り
し
た
体
格
の

、

ハ
イ
ウ
エ
イ
に
沿
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
に
は
、

テ
ス
の
メ
キ
シ
コ
征
服
を
助
け
た
現
地
娘
で

、

再
び
ゆ
る
や
か
に
は
い
上
が
る
様
に
し
て

‘

ん
ぐ
ん
と
坂
道

を
下
り
て
い
き
ま
す
と
、

そ
し
て

、

ま

ス
ペ
イ
ン

語

と
英
語

で
、

八

Ocm
位
に
成
育
し
た
ト

い
か
に
も
メ
キ

ッ
コ
人
と

言

c
o
o
di
n
a
.
t
o
r
)
 

ス
ク
ッ
フ
の
方
々
が
私
達
の
到
着

を
待
っ

て
い
て
い

れ
ま

し
た
。

す
で
に
、

私
達
が
見
学
す
る
プ
エ
プ
ラ
プ
ロ
ゼ
ク

ト
地
区
な
の
で
す
。

ス
ペ
イ

ン
人
征

服

者

、

そ
の
す
そ

野

は
、

マ
リ

ン
チ

ェ
山
に
達
し

（
図

一
参
照

）

プ
ロ
ゼ
ク
ト
の

こ
の
プ
ロ
ゼ

で
あ
る

ヒ
メ
ネ
ス

こ
の
三
つ
の
山
に

囲
ま

れ
た
す
そ
野
一
帯
が
、

コ
ル
テ
ス
同
様
メ
キ
ッ
コ
人
の

ヘ
ル
ナ
ン

ニ
八
六
m
o

コ
）レ

は
る
か

か
す
み
た
な
び
く
広

車
は
ぐ
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批
は
表
一

、

り
ま
す
。． 
万
人
の
プ
エ
プ
ラ
市
が
あ
り
ま
す
。

四、

五
月
頃
、

． もし
そ
れ
が

ト
ウ

あ
る
地
区
で
は
和
が
降
り
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン

栽
培
期
間

に
あ
た
る
四
月
か
ら
十
月
の
気
混
と
降
雨

一
五

0
m
か
ら
あ

約

一
六
、

0
0
0
h
a
に
及
び

、

そ
の
ほ
殴
中
心
に
州
都
で
あ
る
人
口
約
―
―

-
0

プ
エ
プ
ラ
州
北
束
部
の
三
二
郡
に
ま
た
が
り
、

ヒ． て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
、

言
え
ば
お
判

り
の
様
に
、

モ
ロ
コ
ジ
増
産
を
計
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

、

で
あ
り
ま
す
。

次
に

、

ア
ジ
ア
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
栽
培
地
方
の
全
般
的
に
貧
し

修
養
成
す
る
こ
と
で
す
。

ョ
ウ
の
被
害

こ
の
訥
区
は
、

そ
の
た
め
の
資
金
的
援
助
は

、

こ
の
プ
ロ
ゼ
ク
ト
の
ね
ら
い
は

、

多
く
の
国
の

こ
の
よ
う
な

殷
民

従
来
の
古
い
生
産
体
系
を
改
苦
す
る
こ
と

、

敲
後
に
内
外
の
批
業
技
術
者

、
指
導
者
な
ど
を
こ
の
プ
ロ
ゼ
ク
、
卜
を
通
し
て
研

ニ
に
示
す
通
り
で
す
。

こ
の
地
区
は
悔
抜
二
、

ま
た
ヒ
ョ
ウ
は
全
地
区
に
わ
た
っ
て
と
き
ど
き
降
し
ン
ま
す
。

そ
の
而

釈
は

そ
し
て
、

プ
ロ
ゼ
ク
ト
に
お
け
る
具
体
的
な
目
的
は

、
第
一
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
の
増
産

す。 意
味
で

、

こ
の
プ
ロ
ゼ
ク
ト
は
各
方
面
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

の
生
産
性
向
上
と
生
活
の
向
上
を
計
る
の
が
究
極
の
目
的
で
あ
り

、

そ
う
い
う

こ
の
地
区
の

ト
ゥ

れ
ら
諸
国
に

、
広
く
適
応
さ
れ
る
条
件
を
も
み
た
し
}
7

て
い
る
わ
け
で
す
。

い
晟
家
の
姿
が
こ
の
中
に
見
ら
れ

、

こ
の
プ
ロ
ゼ
ク
ト
の
方
法

、
結
果
等
が
こ

メ
リ
カ

、

低
く
て

、
殆
ん
ど
自
給
自
足
の
状
態
に
あ
る
か

ら
で
す
。

つ
ま
り

、

戟
家
の
耕
作
而
積
も
小
さ
く

、
腹
作
業
も
旧
態
依
然
と

し
て
お
り
、

こ
の
地
区
が
対
象
地
区
に
選
ば
れ
た
の
は

、

情
報
部
門
が
担
当
し
て
い
る
わ
け
で

、

こ
う

ラ
テ
ン
ア

生
産
性
は

栽
培
が
天
水
依
存
で
あ
り
、

各

主
と
し

-44-



モ
ロ
コ
ジ
の
成
育
初
期
に
あ
た
る
と

、

回
そ
の

ヒ
ョ
ウ
の
す
ざ
ま
し
さ
を

体
験
し

、

に
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

四
佑
に
あ
た
り

ま
す

。

貧

し
い

農
民

表 1. プロゼク ト内 5ケ所忙おける月別平均気混 (Co)

場所 名 5 月 6 月 7 月 8 月 ， 月 1 0月

サン・マルティン 1 9. 7 1 9. 7 1 8. 8 1 9. 3 1 9. 0 1 7. 7 

プエプラ 市 1 9. 3 1 8. 3 1 7. 4 1 7. 8 1 7. 2 1 6. 6 

エ ホティ ング 1 8. 6 1 8. 3 1 7. 3 1 7. 2 1 6. 7 1 5. 1 

ア 力 ヘ テ 1 7. o 1 6. 5 1 5. 5 1 6. 2 1 5. 5 1 5. 2 

テ ペ ア 力 1 7. 4 1 7. 2 , 6. 1 I 1 6. 4 1 6. 1 1 5. 0 

へ
ネ
ケ
ン
の
育
っ

メ
キ
シ

大
き
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

そ
の

呉
作
物

へ
の
被
害
の
大
き

さ

栽
培
期
間
中
の
降
雨
殻
は

、
年
雨
且
の
約
九

と

き

ど

き

干
ば

つ
に
よ
る

被
害
も
起

り
ま
す

。

サ
ポ
テ
ン
や
テ
キ
ー
ラ
の
原
料
と
な
る
マ
ゲ
イ
、

出所： 19 6 7年、プエプラ地区農村実態調査 （プエプラ・プロゼクト・

スタッフによる）より

1~4、1 1~1 2月は記載なし

． 

表 2. プエプラ市における過去 23年間の月別平均降雨拭 (111況）

月
汀2
 

4
 

月

7 3. 5 

5
 

6 月

1 5 8.6 

月

巧3
 

ー

7
 

月
一6
．
 

ー5
 

ー

8
 

月

1 6 0.4 ，
 

1 0月

7 1. 2 

計

7 7 7. 5 ． 
私
達
も
数

出所：表 1と同じ
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表 4. 土地所有形態 表 3. 規模別耕作面積

． 所有形態 災家数 4/o 而 放 q。 平均耕作面積

1)エピダリオ 96 3 8.2 1 9 6.7 D 3 1. 9 6 2. D 5 

2)自作疫 69 27.5 189.19 30.3 4 2. 7 4 

3) 1 + 2 84 3 3.6 I 2 3 1. 9 s 3 7. 1 9 2.3 3 

4)小作染 2 0.8 3.1 8 0.5 1 3. 1 8 

計 251 1 0 0 621.0 2 100 

出所：表1と同じ

表 5. 晨民の教育水準

． 

区 分 人数 11/o 

文 盲 5 7 2 2. 7 

自 子｝ 1 1 4. 3 

通学年数 1年 2 5 1 0. 0 

2 4 3 1 7. 1 

3 56 2 2.3 

4 2 4 9. 6 

5 1 1 4. 4 

6 2 0 8. D 

6 年以上 4 1. 6 

I 計 2 5 1 1 D D 

出所：表1と同じ

I 

1耕作面積 (ha)□竺竺
-0.2 5 I 7 

0.26 -0.5 0 

0.51 -0.7 5 

0.76-tOO 

1. 0 1 -1.5 0 

1. 51 -2.0 0 

2.0 1 -2.5 0 

2.51 -3.0 0 

3.01 -3.50 

3.s 1 -4.0 o 

4.0 1 -5.0 0 

5.0 1 -Z 5 0 

7. 51 -10.0 0 

1 0.0 0 -

6

2

2

7

7

1

1

1

6

1

0

7

3

 

1

1

3

4

2

3

2

1

1

1

1

 

計 2 5 1 

出所：表 1と同じ

城

か

ら

ラ

ン

ダ

ム

に

抽

出

し

た

二

五

一

戸

で

す

。

お

人

好

し

の

明

る

い

人

達

で

す

。

な

お

、

全

い

所

な

ど

、

ど

こ

を

た

た

い

て

も

出

て

き

ま

せ

ん

。

た

時

も

、

表

か

ら

受

け

た

印

象

と

同

じ

で

し

た

。

し

め

っ

ぼ

う

こ

と

で

す

。

若

い

ス

ク

ッ

フ

のこ

の

地

区

の

飛

村

実

態

調

査

の

結

果

を

示

し

て

く

れ

（
表
三

l
九
参
照

）
。

そ

れ

ら

を

見

て

判

る

様

に

、

収

穫

時

期

に

こ

の

地

区

に

泊

り

込

ん

で

、

更

に

貧

し

い

と

い

多

く

の

農

民

に

接

し

で

も

彼

ら

に

は

、

彼

ら

は

陽

気

で

快

活

で

、

表

に

示

し

た

調

査

対

象

庭

家

は

、

ま

し

た

六

七

年

に

お

こ

な

っ

た

、

一

梧

に

つ

き

ま

す

。

、.
4

、

一
メ

カ

一
九

コ

の

土

は

や

せ

て

い

て

、

水

に

も

恵

ま

れ

な

い

呉

民

の

生

活

は

「

貧

し

さ

」

プ

ロ

ゼ

ク

ト

開

始

時

の

の

-4 6-



表8. 2 5 1戸の項目別年問乎均所得 表 6. 台所を除いた部屋数別農家分類

項 目 所得 (1ドJL=300円） I 1 

晶 作物所得 4 0, 6 3 2円

褪外労働賃金 4 6, 5 6 0 

翡 外 所 得 3 3, 3 1 2 

畜産物所得 3 0, 9 6 D 

計 1 5 1, /; 6 4円

出所：表1と同じ

部 屋 数 数 ％ 

1 （台所を兼ねる ）部屋 3 1. 2 

1 部屋 1 1 0 4 3. 8 

2 一部 屋 8 1 3 2. 2 

3 部屋 3 7 1 4. 7 

4 部屋 1 3 5. 1 

5部屋以上 7 2. 8 

計 2 5 1 1 0 0. D 

● • 

表 9. 新聞、雑誌購読
表 7． 生活状態

区分

雑誌を定期的に購涜

新聞を .・ II 、

数 9d/o(251戸中）

4

0

 2
 

1, 6 

7. 9 

区 分 数 物(251戸中）

霞灯のある家 1 5 8 6 2. 9 

ラジオ所有 1 5 0 5 9. 8 

ミシン所有 1 1 3 4 5. 0 

ガス、電気又は灯油を料理に使う家 7 2 2 8. 7 

7虚施設所有 3 3 1 3. 1 

テレビ所有 2 0 8. 0 

下水施設所有 1 5 6.0 

冷咸庫所有 4 I 1. 6 

． 
-47-
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ま
す
。

な
い
。

る
と
、

． 口、情
報

（

普

及

）

(
I
n
:f
o
r
m
a
 t
i
o
n
 ． 

（

関

o
c
a
l
A
g
r
o
n
o
mi
c
 

つ
ま
り
、
こ
の
部
門
は
大
き
く
四
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

以
下
で
、

こ
の
部
門
に
関
し
て
述
ぺ
て
み
た
い
と
思
い

最
後
の
柱
は
技
術
部
門
で
あ
り

、

こ
の
部
門
に

C

I

M

M
y

T

が
最
も

加
入
殷
家
部
門
と
は

、

育
成
援
助

価
格
保
証

プ
ロ
ゼ
ク
ト
の
進
行

こ
の
様
に
し
て
、

ネ
ス
博
士
は

、

い
く
た
め
、

強
い
線

で
結

ば
れ

、

る
の
で

す
。

の
三
つ
で

、

し
て
い

ま
す
。

①
巖
政
活
勁

プ
ロ
ゼ
ク
ト
地
区
の

助
け
合

っ
て
行
っ
た
時
、

そ
の
三
つ
の
柱
は
、

そ
の
内
の
ひ
と

つ、

②
融
資
対
策

③
生
産
資
材
の
供
給
援
助

⑤
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン
グ

力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

R
e
s
e
a
r
c
h
 

す
な
わ
ち
、

日
、
地
域
農
業
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム

P
r
o
g
r
a
m
)
 

プ
ロ
グ
ラ
ム

④

設

産

物

研
究
部
門

で
は
、

次
の
様
な
項

目
の
担

当
を

曰
、

加
入
農
家
部
門

(R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
 

口
、

技
術
部
門

言
e
c
h
ni
c
a
l

日
、

研
究
部
門

（

日

n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 目

標
に
達
成

す
る
こ
と
が
出
来

二
つ
の
大
き
な
柱
か

ら
構
成
さ
れ

て
い
て
、

そ
の
三
つ
の
柱
が
互
い
に

ど
う
い

う
機
構
を
作
っ
た
か
を

説
明

し
て
く
れ
ま
し

た
。

――

つ

の

柱

ス
ペ
イ
ン
な
ま
り
の

英
語
で

、

そ
れ
に
よ

一
般
概
況
を
把
握

し

た
あ
と

、

こ
の
プ
ロ
ゼ
ク
ト
を
推
進
し
て

S
e
c
t
o
r
)
 

S
e
c
t
o
r
)
 

F
a
r
m
e
r
s
 

⑥
農
産
物
保
険

S
e
c
t
o
r
)
 

⑦
農
民
組
合
の

生
産
に
直
接
従
挙

す
る

農
民
に
他
な
ら

昂
o
g
r
a
m
) ヒ

メ
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ま
た

、
各
地
に
合
っ
た
技
術
的
指
導
が
容
易
に
出
来
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

で
す
。

情
報

多
く

の
試
験
圃
場
が
必
要
な
わ
け
で
す
が

、
そ
れ
は

情
報
伝
播
を

行
え
る

場
所
が

、
各
地
に
点
在
す
る
試
験
圃
場
な
の

売
業
者

、
政
府
担
当
者
等
が
容
易
に

一
堂
に
会

し
て
｀

即
ち
、
農
民
と
研
究
者
、
普
及
員

、
肥
料
及
び
疫
機
具
販

試
験
圃
場
が
装
民
個

人
の

試
験
圃
場

11農
民
の
耕
作
地

地
域
装
業
研
究
プ
ロ
グ
ラ

以
上

の
こ

と
を
ヒ
メ
ネ
ス

博
士
や
ほ
か
の
ス
ク

ッ
フ

か
ら
説
明

し
て
も
ら
っ

一
名
二
名

評
価

プ
ロ
グ
ラ
ム

調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
統
括
者

(
G
e
n
e
r
a
l

地
区
統
括
者

生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム

育
種
プ

ロ
グ
ラ

ム

技
術
修
得
、

（
普
及

）
プ
ロ
グ
ラ
ム

評
価
プ

ロ
グ
ラ
ム

調
整

プ
ロ
グ
ラ
ム

て
、
私
達
は
再

び
車
に
分
乗

し
て
、

ま
ず
最
初
に

、

ム
の
主
軸
で
あ
る
試
験
圃
場
の
ひ
と
つ
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

こ
の
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
長
は

、

耕
作
坦
で
あ
り

、
そ
の
数
も
各
地
に
点
在

し
て
い
て
、

定
し
て
い

な
い
こ
と
で
す
。

試
験
圃
場
が
前
述

し
た
三
つ

の
柱
に

よ
り

効
果
的

に
結
び
つ
け
る
た
め
の
場
を

提
供

し
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、

又
そ
の
場
所
も
毎
年

一

昨
年
の
試
験
圃
場
数
は
二
九
で
し
た
。

お
互
い
の
意
見
交
換
、

五
名

二
名
二
名

(
R
e
g

i

o
r
a
l
 
c
o
o
di
n
a
t
o
r
)
 

一
名

C
o
o
di
n
a
t
o
r
)
 

一
名

わ
っ
て
い
る
常
任
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
す
9

こ
の
部
門
に
関
し
、

四
‘

(
C
o
o
di
n
at
i

o
n
 P
r
o
g
r
a
m
)
 

日
、 ． 

(
E
v
a
l
u
at
i

o
n
 
図
o
g
r
a
m
)

プ
ロ

ゼ
ク

｝
地
区
内
に
居
住
し

、

． 
そ
し
て

、

日
夜
仕

事
に
た

づ
さ

-49 -



す
。

す。

換

し

て

、

ま

せ

ん

‘

~
 

ヽ． 施肥姓、
ロ

グ

ラ

ム

」

が

行

っ

て

い

る

研

究

項

目

を

記

し

て

み

ま

す

。

そ

こ

で

、

い

ま

だ

旧

態

依

然

で

、

改

善

さ

れ

る

こ

と

が

沢

山

あ

り

ま

人

閻

の

食

生

活

か

ら

切

っ

て

も

切

り

離

せ

な

い

ト

ウ

モ

ロ

コ

そ

の

圃

場

の

実

際

の

管

理

者

は

、

く

の

良

民

で

す

。

彼

ら

は

、

あ

る

園

場

を

訪

ね

た

と

き

、

そ

の

士

地

の

所

有

者

で

あ

る

近

自

分

達

の

管

理

す

る

圃

場

で

、

何

に

つ

い

て

試

験

と

き

ど

き

畑

に

来

て

管

理

し

そ

の

畑

の

所

有

者

た

る

農

民

で

し

た

。

農

民

達

は

、

お

の

お

の

異

っ

た

試

験

圃

場

を

グ

ル

ー

プ

で

訪

問

し

あ

い

、

自

分

の

畑

で

よ

り

商

い

収

姓

を

上

げ

る

た

め

の

自

主

的

な

学

習

を

行

な

っ

て

い

る

の

で

す

。

十

分

か

つ

適

切

な

助

言

指

導

を

与

え

て

い

る

の

は

言

う

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

生

産

プ

ロ

グ

ラ

ム
中

南

米

の

人

々

に

と

っ

て

は

、

ん

ぺ

い

を

う

す

く

伸

ば

し

た

形

に

し

て

、

れ

を

ト

ル

テ

ィ

ー

ジ

ャ

と

呼

び

、

て

食

ぺ

ま

す

。
そ

し

て

、

ト

ウ

モ

ロ

コ

ジ

は

な

く

て

は

な

ら

な

い

主

食

肉

の

こ

ま

切

れ

を

包

ん

で

食

ぺ

る

と

、

こ

の

様

に

、

ツ

の

生

産

方

法

は

、

リ

サ

ー

チ

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

二

本

柱

の

ひ

と

つ

で

あ

る

一

、

整

地

方

法

二

、

栽

植

密

度

方

法

、

時

期

． 
「

生

産

プ

タ

コ

ス

と

称

し

て

い

ま

一

般

に

塩

や

コ

シ

ョ

ウ

を

か

け

て

手

で

丸

め

か

る

＜

焼

き

あ

げ

て

食

ぺ

ま

す

。

こ

ウ

モ

ロ

コ

シ

を

、

石

灰

を

加

え

た

水

に

ひ

た

し

て

か

ら

、

蕉

て

ね

り

あ

げ

、

せ

で

、

国

に

よ

っ

て

料

理

方

法

、

呼

び

名

が

異

な

り

ま

す

。

メ

キ

ッ

コ

で

は

、

卜

も

ち

ろ

ん

そ

の

た

め

に

、

9

関

係

ス

ク

ッ

フ

が

彼

ら

に

、

こ

の

様

に

し

て

、

意

見

や

結

果

を

交

私

に

熱

心

に

説

明

し

て

く

れ

た

の

は

他

で

も

あ

り

な

が

ら

、

観

察

し

て

い

る

わ

け

で

す

。

収

穫

期

に

、

肥

料

試

験

を

行

っ

て

い

る

が

な

さ

れ

て

い

る

か

を

十

分

に

熟

知

し

て

い

て

、

- 50ー



表 10.なぜあなたはトウモロコ、ンを毎年植えるのか ？
し

た

。 料
す

と

、

-T 

数 叙 25 1戸中）

家族の食物とするため 1 3 1 5 2. 2 

土地がその栽培に適 しているから 88 3 5. 0 

簡単に作れるから 5 2.D 

他の作物を知らないから 5 2.0 

その他 22 ao 
． l 

8
 出所 ：表1と同じ

表 11. 化学肥料の使用

数 0/0(251戸中）

使ったことはないが知っている 239 9 5. 2 

少なくとも 1回は使っ たことがある。 2 00 7 9. 7 

1 9 6 7年に使った 174 6 9. 3 

出所：表 1と同じ

又

施

肥

一

九

六

七

ー

六

九

年

に

行

っ

た

試

験

結

果

か

ら

、

-
ha
あ

た

り

五

万

本

(

N

 

-
ha
当

り

一

五

ー

ニ

五

千

株

の

栽

培

密

度

と

な

り

ま

す

。

又

少

社

の

肥

プ

で

穴

を

掘

り

な

が

ら

、

五

、

除

草

、

病

虫

害

、

従

来

の

一

般

的

な

栽

培

方

法

を

簡

単

に

述

ぺ

て

み

ま

す

。

に

収

穫

し

て

、

一

月

l̀
―

―

―

月

の

播

種

期

前

、

四

月

ー

五

月

は

播

種

時

期

で

‘

o
l-
oocmの
巾

で

作

り

、

約

ネ

ズ

、
ヽ
ヽ

躯

除

一

月

l
―

二

月

家

畜

用

の

エ

サ

と

し

ま

す

。

二

回

目

の

耕

起

そ

の

方

法

は

、

そ

の

底

部

に

種

子

を

ニ

ー

三

粒

づ

つ

、

m
の

株

問

で

播

い

て

い

ま

し

た

。

•
P

•
K
)
を
第

一
回
と
第

―
二
回
の
中
耕
時
に
適
当
に
施

し
て
い
ま

の

栽

植

密

度

を

煤

民

に

推

せ

ん

し

て

い

ま

す

。

ニ

ー

四

五

8
の

問

隔

に

株

間

を

と

り

、

つ

ま

り

九

0
8
の

う

ね

巾

で

四

二

本

仕

立

に

す

る

方

法

で

す

。

を

浅

く

行

い

ま

す

。

こ

の

期

閻

は

ま

だ

乾

期

で

す

が

、

あ

と

す

ぐ

に

牛

又

は

馬

で

耕

起

し

、

丸

太

な

ど

を

引

っ

ば

っ

て

整

地

し

ま

す

。

枯

れ

た

堂

葉

を

刈

り

取

り

、

四

、

中

耕

． 

こ

の

方

法

で

． 
ス
コ

ッ

う

ね

を

九

そ

の

-5 1-



． 
且
と
時
期
は

、

ha
あ
た
り

N

一
四

0
ゅ、

表 14. あなたはトウモロコシを売りますか？

--
r!/o (251戸記］区 分 数

いいえ 1 5 4 6 1. 2 

は い 9 7 3 8. 8 

全収穫益の培又それ以下 2 2 8. 8 

” ％ 
II 1 8 7. 2 

” 姥 ” 
1 5 6. 0 

” 朽
ff 2 1 8. 4 

II ％ II 1 2 4. 8 

” 沼以上
8 3. 2 

出所： 表 1と同じ

表 12. 化学肥料を最初に使用 した年

I 年 戸 数 q。{2 5 1戸中）

-1 9 5 9 6 8 2 7. 1 

1 9 6 0 1 7 6. 8 

1 9 6 1 5 2.0 

1 9 6 2 1 5 6. D 

1 9 6 3 1 6 6. 4 

1 9 6 4 1 6 6. 4 

1 9 6 5 I 2 6 1 0. 4 

1 9 6 6 1 9 7. 5 

1 9 6 7 1 9 7. 5 

p
四

0
k
g
に
‘

p
四

0
k
g
全
部
と

N
を

二
〇
佑
の
二
八
k
g
を
基
礎
と
し

、
第

一
回
目
の
中
耕
時
に
は
施
肥
せ

ず
、

出所 ：表 1と同じ

表 13. あな たはいつ施肥 しますか？

区 分 人． q。 {251戸中）
播 種 時

第 1回中耕時

第 2回 ”"
 両 中耕時

5

1

6

9

 

2

4

1

 

ー

2.0 

4 8. 2 

1 8. 3 

Z6 
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乱
民
は

、
優
良
品
種
で
も

、

ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
み

た
い
に

、
高
価
な
種
子
を
毎
年

り
し
て

、
播
種
が
遅
れ
た
時

、
目
に

見
え

て
収
社
が
落

ち
る

か
ら
で

す
。

こ
れ
は

、
播
種
期
に
土
漿
水
分
が
少
な
か
っ
た

近
か
な
問
題
の
解
決
の
た
め
の
研
究
が
優
先
さ
れ
て
い
る
様
で
す

。

色

々
な

試
験
が
行
な
わ
れ

て
い

ま
す
が

、

は
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在

、

性
が
発
揮

さ
れ

得
る
の

で
は

な

い
で
し
ょ
う

か
。

術
的
諸
条
件
に
敏
感
な
優
良
品
種
が
導
入
さ

れ
た
と
し

て
も
、

場
試
験
か
ら
も
証
明
さ
れ

て
い

ま
す
。

四
ー

六
ト
ン

の
収
最
は
期
待
し
得
る
と
い
う
こ
と
が
、
圃

と
で
す
。
今
ま
で
の
平
均
収

祉
は

la
あ
た
り

、

で
す
。

ラ
ム
で
す
。

C

I

M

M

y
T
陀
お
い

て、

界
の
主
要
作
物
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

ジ
に

関
し
て

は
、

当
面
の
問
題
と

し
て
、

的
改
善
に
よ

っ
て
、

「
革
命

」
を
も

た
ら

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
た
成
功
し

ま
し
た
°

残

る
世

目
下
研
究
中
と
言
っ
た

と
こ

こ
の
プ

ロ
ゼ

ク

ト
で

重
要
な
こ
と
は

、
従
来
の

生
産
方
法
を
改
善
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

高

い
収

且
を
あ
げ
様
と
し
て
い
る
こ

こ
う
し
て

、
5

冥
民
に
科
学
的
な
知
識
が
は
ぐ

く

ま
れ

て
始
め

て、

一
品
収
丑
を
あ
げ
る
品
種
で
も

、

早
熟
性
を
持
っ
た
も
の
で
す

。

ま
た

、

つ
ま
り
、

た
と

え
技

こ
の
様
に
あ
る
若
い
研
究
員

C

エ
M

M

y
T

本
部
の
研
究
と
乎
行
し

て、

こ
こ
で
は

、
晨
民
の
求
め

て
い
る
身

現
在
用
い

て
い
る
晩
熟
性
の
在
来
稲
に

比
ぺ
て
、

小
麦

で
は
、

R
R
I
で
改
良
さ
れ
た
I
R
系
統
が
稲
作
に

そ
の

品
種

の
特

一
ト
ン

内
外
で

し
た

が
、
技
術

緑
の
革
命

と

言
わ

れ
て
い
る
様
に
、
米
で
は

フ
ィ
リ

ッ

ピ

ン

の

I

い 第
二
回
目
の
時

‘
残
り

の

N

（
表

―
o
l
一
五
参
照

）
。

根
気

と
勝
負
の
育
種
プ

ロ
グ
ラ
ム

リ
サ

ー

チ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で

、

こ
こ
で
、 ． 
―
二

k
g
を
施
す
様
に
指
導

し
て
い

ま
す
。

い
ま

一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
育
種
プ
ロ
グ

一
九
六
七
年
に
お

こ
な

っ
た
藤
村
実
態
調
査
を
参
考
に

し
て
下

さ

． 
-53-



表17. ハイプリッド品種を知つていなが 伝

使わなかった理由は何でわか？

． 
1回も

区 分 人数 "/o(Z51戸中）

高い収益をあげたいと思っでへた 4 1 1 6. 3 

濯漑しなくてはダメ 1 1 4. 4 

在来種の方が良い ， 3. 6 
興味がない 8 3. 2 

肥科が必要だから 4 1. 6 

経済的な理由 5 1. 2 

その他 1 9 8. 4 
I 

出所 ：表 1と同じ

表 16.

． 

表 15. どん加寺 トウモロコ｀ンを売りますか？

区 分 数 cfo(251戸中）

家族が病気にかかった時 6 8 2 7. 1 

借金を返す時 1 0 4. 0 

売り値が良い時 1 0 4. 0 

肥料を買う時 3 1. 2 

脱殺直後 2 0. 8 

理由なし 4 i 1. 6 

出所 ：表 1と同じ

ハイプリット品稽を使ったことがありますか？

区 分 数 d/0(251戸中 ）

，，ヽ イプリッド品種を知っている 1 3 7 5 4. 6 

少なのとも 1回梢えたことがある | 3 8 1 5. 1 

1 9 6 7年に植えた 2 0. 8 

査
を
表

十
五

、

十
六
、

そ
う
い
う
わ
け
で
、

出
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

十

七
に
示
し
ま
す
。

尚
、

ハ
イ
プ

リ
ッ
ド
品

税
に
関

す
る

疫

民

の
調

育
種
試
験
で
は

、
早
生
系
統
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
を
作
り

買
わ
な

く
て

も
す
む

様
な

品
種

を

求
め

て
い
ま
す
。

出所 ：表 1と同 じ
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用
紙

、

郡
、
村
）

家
で

、

I

六

‘`
、
リ
映
写
機

、

と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
ま
し
た
。

ソ
ン
プ
レ
ロ
と
ポ
ン
チ
ョ

多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

の
よ

く
似
合
う
好
青
年
で
す
。

彼
は
プ
エ
プ
ラ
市
内
の
州
庁
舎
の

二
階
に
あ
る
事
務
所
の

一
室
で

、

の
状
況
等
を
説
明
し
て
く
れ
る
と
共
に

、
彼
の
受
持
ち
地
区
を
あ
ち

こ
ち

案
内

し
て
、
実
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
普
及
員
の
目
的
は

、
言
う
ま
で
も

な
く

、
品
民
に
技
術
的
な
援
助
を
行
う

こ
と
、

情
報
活
動

、
良
民
と
政
府

担
当
者

、
商
人

、

兼
事
務
所
に
は

、

私
達
は

、

な
い
か

、

普
及
活
動

研
究
ス
ク
ッ
フ
と
の
問
の
流
れ
を
円
滑
に
す
る

こ

と
な
ど
が
大
き
な
仕
事
で
す
。
彼
の
寝
起
き
し
て
い
る
小
さ
な
田
舎
町
の
宿
舎

肥
料
や
種
子
の
サ
ン
プ
ル
な
ど
が
所
せ
ま
し
と
置
い
て
あ
り

、

（
片
か
け
）

に
引
っ
込
ま
せ
て
お
く
に
は
も
っ
た
い
な
い
様
な

、

ア
ン
ケ

ー
ト

私
達
に

長
身
の

＾
ン

サ

ム
な
活
動

そ
の
中
の

一
人
フ

ェ
リ
ッ
パ
君
と
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。

（
州

‘

田
舎

ロ
ゼ
ク
ト
加
入
供
家
の
増
え
て
い
る
現
在

‘
十
分
な
活
動
は
出
来
な
い
の
で
は

で
、
彼
等
と

行

動
を
共
に

し
て
、
、
今
後

、
普
及
員
を
も
っ

と
増
や
さ
ね
ば
、

習
し
た
わ
け
で

す
。

前
に
記

し
た
通
り

、

観
察
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た

。

生
が
再
び
訪
れ
て

、

こ
の
様
に
し

て、

結
局
昼
食
抜
き
で

、

西
に
傾
い

て
き
た
こ
ろ
、

き
の
す
ご
い
ご
ち
そ
う
に

招
待
さ
れ

て
、
意
義
深
い
見
学
を
終
え
ま

し
た
。

熱
意
あ
る
若

い
普
及
員

収
穫
期
に

入
る
頃
、

の
人
数
は

、
最
低
必
要
数
で
す
。

に
分
け
ら
れ
て
い
て

、

． 

プ

お
の
念
の
の
地
区
に

一
人

づ

つ
配
罷
さ
れ

て
い
る
か
ら

一
週
間
滞
在
し

、

五
つ

普
及
員
は
五
名

し
か
い
ま
せ
ん
。

こ

プ
エ
プ
ラ
市
の
郊
外
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で

、
陶

一
羽

っ

こ
の
プ
ロ
ゼ
ク

ト
に
興
味
を
持
っ

て
い

る
数
人
の
研
修

こ
の
時
は

、
普
及
プ
ロ
グ
ラ

ム
を

主
体
に
学

と
い
う
の
は
、

プ
ロ
ゼ
ク
ト
地
区
は
、

よ
り
深
く
こ
の
プ
ロ
ゼ
ク

ト
の
進
行
を

――
つ
の

試
験
圃
場
を
回
り

、

． 
太
隔
が
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． 
た
せ

る
方
法
を
採
用

し
た
方
が

よ

い
様

に

思

え
る
。

． 

い。

即
ち

、
装
民
に

、
彼

ら

も
試
験
に
参
加

し
て

い
る
の
だ
と

い
う

意
識
を
持

ヽ

試
験
圃
場
が
単
な
る
試
験
圃
場
と

し
て

の
機
能
に
と
ど
ま
っ

て
は

い
け
な

っ
た
こ
と
で

し

ょ
う
が

、

わ
る
場
合

、
色
々
と
参
考
匹
な
る
の
で
は

な
い

か
と

感

じ
ま
し

た
。

わ
か

り

き

見

聞

後

記

成
果
が
生
か
さ
れ
る
様
、

た。

こ
れ
か
ら

、

ま
た

、

モ
ロ
コ
シ
生
産
面
を
倍
増
す
る
の
が
目
標
で

し
た
が

、

と
に
か
く

、

今
で
は

、

そ

の
い

く
つ

か
を
記

し
て
み

ま
す
。

そ
こ
か
ら

、
進
展
を
阻
害
し

て
い
る
要
因
な
ど
を
解
析

し
て
、

プ

ロ
ゼ
ク

ト
の
現
状
を
科
学
的
に
分
析

し
て

没
後
に
な

り

ま
し
た
が

、

欠
か
せ
な
い
評
価
プ

ロ
グ
ラ

ム

哉
民
の
問
に
は

人
気
が
あ
る

そ
う

で
す
。

こ
の
プ

ロ
ゼ
ク
ト
の
企
画
で

、
毎
土
曜
日
の
朝
三

十

分
間

、
良

事

番
組
を
放
送
し

て
い

て
、

う
の
も

、
番
組
の
途
中
に
強
烈
な
ラ
テ

ン
音
楽
を
流

す

配
慮
を
お

こ
た
ら
な

か

っ
た
か

ら

で
し

ょ
う
。

み
る
こ
と
で
す
。

産
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず

、

プ
ロ
ゼ
ク

ト
を

よ
り

効
果
的
に

、

さ
せ
て
行
く
上

に
必
要
な
の
は

、

今
後
の
口
点
目
標
な
ど
を
定
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

プ

ロ
ゼ
ク

ト
開
始
五
年
後
の

一
九
七

一
年
に
は

、

こ
の
地
区
だ
け
妬
と
ど
ま

ら
ず
、

多
く
の
諸
国
で

、

祈
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

プ

ロ
ゼ
ク

ト
で
の
体
験
は

、
今
後

、

そ
れ
と
言

一
歩

一
歩
発
展

褪
民
の

ト
ウ

そ
れ
も
達
成
さ
れ
ま

し

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生

こ
の
プ
エ
プ
ラ

・
プ

ロ
ゼ
ク

ト

の

八
ヶ
月
間
の

C

I

M

M

y
T
で
の

ト
ウ
モ

ロ

コ
ッ
研
修
期
間
中

、
プ

エ
プ

ラ

発
展
途

上
国
の
良
業
技
術
援
助

に
た
ず
さ

も

一
六

ミ
リ
映
写
機
で
数
本
の
フ

ィ

ル
ム
を
見

せ
て
く
れ

ま

し
た
。
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ろ
う
か
。

ド
を
作
っ
て
お
か
ね
ば
、

い
か
に
優
れ
た
技

術

で
も
定
滸
し
な
い
の
で
は
な
か

に
そ
れ
が
入
っ

て
行
く

た
め
の
素
地
と

し
て
、

晨
民
の
中
に

、

こ
う
い
う
方
法
が
良
い
か
ら
取
り
入
れ
ろ
、

そ
う
い
う
ム

ー

る
意
識
に
応
じ
た
新
し
い
技
術
の
普
及
が
必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。

良
作
物

の
増
収
は
得
ら
れ
る
。

伐
民
の
多

く

の
、

生
産
意
慾
を
ゆ
っ

く
り
と

、

三
、
情
報
普
及
活
勁

、
巖
民

の
啓
蒙
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

貯

く
。

た
だ
単
に

と
言
う
の
で
は
な
く

、
農
民
の
中

こ
の
様
に
し
て
、
手
近
か
に

横
た
わ

っ
て
い
る

こ
と
に

、
良
家
の
経
済
的

、
労
働
的
な
負
担
は
以
前
と
同
じ
で
あ
り
な
が
ら

、

例
え
ば

、
栽
植
密
度

、

え
ず
に
、

少
し
で
も
生
産
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
考
え
て
、

二、

優
れ

た
技
術

を
導
入
、
普
及
す
れ
ば
、

段
階
で
は

、
ど
の
様
に
し
た
ら
そ
の
時
点
で
行
わ
れ
て
い
る
晨
法
の
手
段
を
変

の
試
験
を
行
う
。
． 

そ
れ
で
済
む
の
で
は
な
い
。
第
一

そ
れ
ら
を
改
善
す
る

ま
た
は
小
さ
な
問
題
を
少
し
づ
つ
改
善
し
な
が
ら

、
晶
民
の

段
階
的
に
．高
め

て
い

っ
て、

呉
民
の
生
産
に
対
す

施
肥
時
期

、
水
を
引
く
時
期
。

． 
そ
の
た
め
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こ
の
よ
う
匠

、
新
砂
糖
法
陀
よ
る
割
当
は

、
六
五
年
法
匠
く
ら
べ
約
一
九
万

同
年
の
割
当
姑
は
、

法
で
は

、

一
九
七
一
年
米
国
砂
糖
法
と
フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
糖
業

砂
糖
は
、

依
然
と
し
て
、

輸
出
は
全
部
米
国
匠
仕
向
け
ら

れ
て
い
る

。

七
五
ジ
ョ
ー
ト
・
ト
ン

後
の
生
産
計
画
も

こ
の
米
国
市
場
維
持
を
前
提
に
成
立
っ

て
い
る

号
参
照

）
。

こ
の
関
係
で

、

糖
法
（
砂
糖
法
を

一
九
七
四
年
ま
で
三
年
間
延
長
）
は

、

に
要
約
す
る
。

一
九
七
一
年
米
国
砂
汽
法

ン
と
し
て
の
、

千
ト
ン

、

当
資
格
は

、

行
わ
れ

、

合
計
一
五

0
万
一
四
一
九

ト

ン
で
あ
っ
た
。

（
二
億
ニ
ニ
ニ
九
万
ド
ル
）
を
米
国
匠
輸
出
し
た
。
今

一
九
七
一

年
砂
糖
法
の
結
果
、

合
計
一
三

一
万
四

0
二

0
ト

ン
と

計
算
さ
れ
る
。

―
二
万
六

0
二

0
ト
ン
、

諸
島
な
ど
の
不
足
分
の
四
七

・
ニ
ニ
％
に
当
る
割
当
資
格
で
あ
っ
た

。

一
九
七

0
年
の
場
合

、

ト
ン
の
減
少
と
な
る
の
で
、

も
と
よ
り
、
朝
野
あ
げ
て
既
得
割
当
維
持
匠
動
い
た
。
上

、

特
使
が
派
逍
さ
れ

、

記
の
結
果
匠
終
っ
た
。

基
礎
割
当

． 

プ
ラ
ス

、

フ
ィ
リ
ビ
ン
で
は
、

―
二

C
万
ト

プ
エ
ル

ト
リ
コ
、

バ
ー
ジ
ン

こ
の
割

米
議
会
審
談
段
階
で
業
会
は

下
両
院
の
決
議
が

米
議
会
ロ
ビ

ー
イ

ン
グ
が
行
な
わ
れ
た
が

、

こ
れ
に
は
、
①
米
国
国
内
産
糖
業
者
の
要
求
で
、

前
プ
エ

ル
ト
リ
コ
と
バ
ー
ジ
ン
諸
島
の
割
当
が
計
三

0
万
ト
ン
減
ら
さ
れ
、
国
内
業
者

ど
ん
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。

一
七
万
五
三
九
九
ト
ン
で
あ
っ
た
か
ら

、

一
九
六
五
年
砂
糖

コ
の
供
給
不
足
推
定
六
二
万
五
千
ト
ン
と
し
て
そ
の
三

O
・O
八
伶
、

―
二
万

六

0
二

0
ト
ン
、

国
市
場
で
受
け
る
砂
糖
割
当
は
、
米
国
内
砂
糖
消
毀
量
推
定
を

一
八
万
八

プ
ラ
ス
、
プ
エ
ル
ト
リ

フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
が
米

フ
ィ
リ
ビ
ン
砂
糖
代
表
団
の
報
告
を
中
心

一
九
七
一
年
九
月
成

立
し
た

米
国

一
九
七
一

年
砂

（
本
誌

一
四

一
九
七
一

年
に
は

一
五

五
万
七
七

フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
に

フ
ィ
リ
．
ヒ
ン
の
最
重
要
輸
出
産
品
で
あ
り
、
． 

か
つ
、
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． 
②

a
米
国
市
場
に
対
す
る
供
給
実
績

こ
と
。

受
け
る
場
合
は

、
補
償
が
行
わ
れ
る
な
ど

、
米
国
に
対
し
友
好
的
政
府
で
あ
る

に
廻

さ
れ
た

こ
と
、

の
輸
出
実
績
が
、

基
礎
割
当
を
辛
う
じ

て
み
た
す
程
度
で

、

． C非常時
の
短
期

追
加
割
当
資
格
五

ヵ
年
合
計

、
約

一
五
五
万

ト

ン
の
う
ち
約

一
三

一
万
ト

ン
は

、
翰
出
余
力
が
な

く
て
、

返
上
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
が

、

ト
ン
は
も
と
よ
り
、

砂
唸
割
当

の
基
準

年
侭
お
い
て
も
、

最
高
で
あ
っ
た
、

ン
よ
り
な
お
大
き
い
。

こ
れ
匠
対
し

、
今
回
の
修
正
で
進
出
し
た
中
南
米
大
口

輸
出
国
メ
キ
シ
コ

、
ド
ミ
ニ
カ

、
プ
ラ
ジ
ル
、

五
ヵ
年
平
均
実
紹
と
七

0
年
最
終
割
当
p
^
μ
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
。

「
そ
の
よ
う
な
行
棚
が
公
平
で
あ
り
国
際
利
益
で
あ
る
」
と
決
め
た
場
合
に

、

フ
ィ
リ
ピ
ン
匠
対
し

、
供
給
不
足
分
か
ら
追
加
割
当
を
行
な
う
椛
限
を
与
え

、

さ
ら
匠
上
院
案
に
あ
っ
た
、

米
国
議
会
の
割
当
最
決
定
の
際
の
大
き

一
九
七

0
年
の
一
三

0
万
一

0
二

0
ト

匠
釘
．
つ
け
る

と

い
う
条
項
を
削
除
し

、
輸
出
余
力
が
あ
れ
咄

、
追
加
割
当
を
受

け
ら
れ
る
と
い
う
希
望
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も

、

一
五

0
万
ト
ン

ふ
た
た
び
改
定
期
を
迎
え
る

一
九
七
四

米
国
下
院
農
業
委
員
会
の
決
め
た
逹
準
が

、
外
国
割
当
決
定

の
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

①
割
当
国
に
お
い
て
米
国
民
が
差
別
を
受
け
ず

、

的
供
給
匠
応
じ
う
る

、
潜
在
供
給
力
匠
反
映
さ

れ

る
、
砂
糖
供
給
源
と
し

て
の

米
国
砂
糖
法
が

、

ま
た
米
国
諮
会
両
院
協
議
会
は

、

0
ト

ン
は

、
六
六

し
七

0
年
間
の
実
績
に
対
し

、

こ
の
点
か
ら
み
れ
ば

、

な
フ
ァ
ク
タ

ー
と
な
っ
た
。

米
国
民
所
有
財
産
が
収
用
を

b

砂
糖
在
庫
保
持

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
割
当
屈
上
限
を
、

七
一
年
砂
糖
法
通
過
陀
際
し

、

ペ
ル

ー

の
割
当
は
、

平
均
の

大
統
領
が
、

一
七
万

1
0
 

フ
ィ

リ
ビ

ン
の
新
法
に
よ
る
割
当
一
三

一
万
四
〇

お
よ
び

、
②

一
九

六
六
ー
七

0
年

五
ヵ
年
の

フ
ィ
リ
ピ

ン
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で
に
不
足
累
計
が
二

0
万
八

0
0
-0
ト
ン
に

達
す
る
と

し
て
、

た
と
述
ぺ
た
が

、．

め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

側
は

、
増
設
の
結
果

、
生
産
能
力
が
二
七

0
万
ト
ン

に
達
し

こ
れ
は
う
た
が
わ
し
い
。
現
に
、
今
年
二
月
の
フ
ィ
リ
ビ
ン

糖
業
会
需
給
見
通

し
は
、

を
ま
か
な
え
ず
、

む
し
ろ
、

ら
、
市
場
多
角
化
が
改
め

て
説
か
れ
る
陀
至
っ
た
。

し
か
し
同
法
通
過
後
も
、

世
界
市
場
の
糖
価
高
騰
も
あ

っ
て

、
追
加
割
当
の
結
果
、
す
で
匠
七
二
年
割
当
は
一
三
九
万
三
六
三
ニ

ト
ン

と
な
っ
て
い
る

。
当
面
は
生
産

ー現
有
の
三

六
製
糖
工
均
で
は

、
七
ニ

ー

四
年
の
需
要

毎
年
米
国
の
割
当
を
前
借
し

て
納
入
し
た
結
果
、

七
四
年
ま

加
割
当
の
期
待
を
大
き
く
残
し

て
い
る

。
現
に

、

新
し
い
砂
糖
割
当
自
体
、

米
国
市
場
依
存
か
ら
の
脱
却
の
目
立
っ
た
動
き
は
な
い

。

め
ぐ
っ
て

、
政
府
は
じ
め
各
界
か
ら

、

確
認
す
る
よ
う
な

準
備
を
は
じ
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン

糖
業

の
対
応

な
ら

、

信
頼
性

フ
ィ
リ
ビ
ン
が
、

働
者
に
均
需
し

て
い
る
か

、

必
要
性
。

依
存
性

、

易
が
相
互
的
で
あ
る
こ
と
。

③
米
国
製
品
。 ． 

四
工
場
の
増
設

給
能
力
が
問
題
で
あ
る
。
割
当
維
持
要
求
の
た

当
初
言
わ

れ
た
ほ
ど

深
刻

な
打
撃
と
な
ら
ず
、

一
九
七
四
年
の
砂
糖
割
当
防
衛
に
お
い

て、

有
利
な
地
位
に
立
と
う
と
す

る

お
よ
び
そ
の
他
社
会
経
済
政
策

。

こ
れ
ら
条
件
匠
全
く
あ
て
は
ま
る
こ
と
を
、

七
一
年
砂
糖
法
匠

9
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

割
当
削
減
を

こ
れ
ま
で
の
過
度
の
米
国
市
場
依
存
か

⑤
米
固
特
恵
市
場
参
加
の
利
益
を
、

記
録
上

工
場

・
大
地
主
が
ど
の
程
度
小
農
民
、

C

経
済
開
発
の
段
階

・
必
要
性
な
ど
、

④

a
他
の
特
恵
市
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ア
、

追 労

そ
の
国
の
米
国
特
恵
市
場
の

b

外
貨
取
得
源
と
し

て
の
砂
糖

へ
の

サ
ー
ビ
ス

の
購
入

、
政
府
の
米
国
輸
入
取
扱
い
の
点
か
ら

、
貿

． 
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が
ヽ

． 
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
七
四
年
の
米
比
通
商
協
定

っ
た
現
象
で
あ
る

． 浅

野

幸

穂

効
時
点
匠
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
利
害
の
所
在
を
も
示
し
て
い
る
。

(
L
I
I
L
協
定
）

の
失

当
初
の
割
当
祉

一
三

一
万
四

0
二

0
ト
ン
の
確
保
に
重
点
を
お
い

て
い

る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
糖
業
界
を
と
り
ま
く
こ
の
よ
う
な
情
勃
と
業
界
の
動
向
は

、

四
年
の
砂
糖
法
改
定
期
匠
向
け
て
の
米
国
特
恵
市
場
維
持
の
努
力
の
方
向
を
示

ア

ジ

ア

経

済

研

究

所

最
近
の
糖
価
商
騰
は
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

土
地
改
革
対
策
も
あ
っ
て

、
米
か
ら
砂
糖

へ
の
作
付
転
換
は

、

七

（
六
六
作
物
年
度
か
ら
七
一
年
度
の
間
に
作
付
三
六
％
増
）

近
年
の
め
だ

し
た
が
っ
て

、
当
面
は
七
四
年
以
後
の
割
当
確
保
の
た
め
匠

、
少
な
く
と
も

価
商
騰
．を
招
い

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か

、
七

一
年
の
輸
出
努
力
の
結
果
、
国
内
砂
糖
需
給
の
逼
迫
と
糖

な
か
っ
た
。
今
年
は
、

事
実
、

少
な
く
と
も

、

を
要
求
し

て
い
る
の

で
あ
る
。

一
九
七

一
年

こ
そ
、

二

0
％
の
減
産
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ニ
ニ
七
万

ト

ン
生
産
の
結
果
、
米
国
市
場
陀
も

一
五
五
万
七
七
四
六

ト

ン
を
輸
出
で
き
た
が

、
決
し
て

、
安
定
的
供
給
力
で
は

ーも2一



決
定
す
る
塙
合
が
多
い

。
降
雨
は
作
物
の
生
育
匠
必
要
な
水
分
を
供
給
す
る
も

可
能
性
、

い
と
こ
ろ
を
除
け
ば
殆
ん
ど
な
い

。
と
こ
ろ
が

、
降
雨
は
あ
る
土
地
の
梨

業

の

い
の
で

、
混
度
が
作
物
栽
培
の
制
限
因
子
に
な
る
こ
と
は

、
特
別
な
標
高
の
高

熱
帯
で
は
降
雨
は
、

最
も
農
業
匠
重
要
な
関
係
を
も
っ
て
い
る

。

第

そ
こ
で
で
き
る
作
物
の
種
類

、

土

店

保

全

と

水

の

保

全

は

楯

の

両

面

、
[
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図

天然水の循環

(USDA YearBook 

そ
の
他
の
気
象
要
素
、

日
照

、
湿
度
等
よ
り
も

温
帯
の
よ
う
匠
四
季
の
変
化
が
な

そ
の
経
営
型
態
お
よ
び
農
作
業
ま
で

気
源

、

1 9 5 5より）

熱
帯
農
業

の
A
B

C

連

載

講

座

． 
（
第

回

）山

口
大

学
講
師

西

村

昌
． 

造
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透
出
来
な
い
で

、
表
面
流
去
水
と
な
る
場
合
が

多

い
。

の
関
係
は

、
第

一
図

「
天
然
水
の
循
環
」

熱
帯
で
は

、

な
り
、

外
匠

、

． 
土
壌
水
お
よ
び
地
下
水
と
し
て

、
土
壌
中
に
滲
透

し
得
な
い
水
が

、

で
よ
く
理
解
で
き
る
。

て
表
面
流
去
水
と
な
る
。
熱
帯
の

降
雨
は
混
帯

の
降
雨
と
こ
と
な
り
、

匠

一
年
の
降
雨
の
大
部
分
が
集
中
す
る
と
こ
ろ
が

多

い
の
で

、． その
多
く
が
滲

こ
の
傾
向
は
、
森
林
伐

短
期
間

結
果
と

し

た
な
い
。
次
匠

、
表
面
流
去
水
と
土
壌
水
お

よ
び
地
下
水
と

の
関
係

で
あ
る
が
、

濫
帯
匠
比
べ

て、

蒸
発
散
泣
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
は
論
を
ま

そ
れ
が
集
ま
っ

て
河
川
と
な
っ

て、

湖
沼
ま
た
は
海
に
注
が
れ
る
。

土
壌
水
と
地
下
水
に
な
る

。
そ
の
と
き

、
滲
透
出
来
な
い
水
は
表
面
流
去
水
と

気
中
匠
排
出
さ
れ
る
。

そ
し
て

、
地
表
か
ら
蒸
発
す
る
。

雨
雲
か
ら
降
下
中
に

、

あ
る
場
合
は

、

の
で
あ
る
が

、

こ

地
表
陀
到
達
し
た
水
の
一

部
は
土
壌
中
匠
滲
透

し
て
、

さ
ら
匠
植
物
匠
吸
収
さ
れ
て
蒸
散
作
用
で
空

あ
る
い
は
途
中
で
樹
木
ま
た
は
植
生
の
葉
の
表
面
か
ら

、

そ
れ
ら
に
一
且
遮
ら
れ
て
地
表
匠
到
達
す
る

。
降
雨
の

一
部
は

降
雨
は
直
接
地
表
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
が

、

S
 
:
 
S
o
i
l
 
W
a
t
e
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"
D
e
e
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W
a
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e
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"
R
u
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o
f
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p

"
P
r
e
c
i
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i
t
a
t
i
o
n
 

p
1
1
E
+
R
+
D
+
s
 

次
の
式

で
示
さ
れ
る
よ
う
に

、

物
の
根
が
吸
収
す
る
土
境
水
で
あ
る
の
で

、

地
上
匠
樹
木
ま
た
は
植
生
が

土

壊

水

地

下

水

表
面
流
去
水

E

"
E
v
a
p
o
,
t
r
a
n
s
p
i
r
a
t
i
o
n
 
蒸
発
散
菌

降

雨

擢

他
の
要
因
が
関
与
し
て
い

る
。

し
か
し
、
作
物
の
生
育
匠
必
要
な
の
は
直
接
降
雨
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
作

贅
の
多
雰
は
嬰
業
に
最
も
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
す
。

そ
の
盤
を
決
定
す
る
の
は
降
雨
以

熱
帯
で
は
高
温
度
の
た
め

、
蒸
発
散
量
が
大
き
い

か
ら

、
降
雨

-64一



よ
う
な
研
究
は
な
い
。
し
か
し
、
東
ジ
ャ
ワ
の
年
降
雨
量
は
、

ヽ

よ
り
帯
の
大
陸
性
気
候
の
と
こ
ろ
で
も
そ
の
年
変
異
は
大
き
い
が

、
多
年
の
観
測
に

関
係
匠
あ
る
。

と
と
す
る
。

て、

熱
帯
で
は
降
雨
塁
の
年
匠
よ
る
変
異
が
大
き
い
。

し
た
が

っ
て、

普
通
は

三

0
年
以
上
の
観
測
に
よ
っ
て

、

一
部
の

と
こ
ろ
で
は
、

第

2
図
の
よ

う
に
、

っ
て
い
る
。
熱
帯

で
は
観
測
年
数
の
不
足
な
ど
で

、
今

日
，ま
で
の
と
こ
ろ
こ
の

も
、
そ
の
年
変
異
が
第
一
に
問
題
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、

た
と
え
、

ら
ば

、
年
五

0
0
、ヽヽ
リ

の
降
雨
最
が
必
要

で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

平

均

年

隆

雨

邑
だ

け
て
は

余

リ

幾
業

的
に

役
に

立
た
な
い

滲
透
さ
せ
る
水
の
保
全

土
壌
の
保
水

力
を
高
め
て
、

そ
の

前
提
と

し
て
、

過
大
な
表
面
流
去
水
は

、

お
こ
す
。

土
壌
保
全
（

＾ 

業
の
最
大
の
課
題

で
あ
る

。

こ
の
両
者
匠
つ
い

て
は
、

に
滲
透
さ
せ
る
た
め

、

採
の
あ
と
、 ． 

い
つ
の

場
合
も
、

こ
の
こ
と
は
土
塊
中
は
出
来
る
だ
け
多
く
雨
水
を

W
a
t

e
r
 

S

o

i

l
 

隔
年
に
変
異
す

そ
の
週
年
性
が
明
か

匠
な

平
均
値
を
求
め
る

こ
と
匠
な
っ
て
い
る

。
渦

温
帯
、
特
侭
海
洋
性
気
候
に
比
ペ

C
o
n
s
e
r
v
a
t

i

o
n
 

C
o
n
s
e
r
v
a
t

i

o
n
 

出
来
る
だ
け
多
く
、

お
そ
る
べ
き
土
壊
侵
蝕
を
ひ
き

そ
れ

ぞ
れ
項
を
改
め

て
さ
ら
に
詳
し
く

論
ず
る
こ

あ
る

地
城
で
農
業
開
発
を
試
み

よ
う
と
す
る

場
合
匠

、

地
表
匠
到
達

し
た
降
雨
を
、

そ
の
地
域
の
平
均
年

降
雨
羅
が
先
ず
問
題
と
な
る
。
普
通

、
農
業
の
適
地
は

、
灌
漑
施
設
が
な

い
な

一、

0
0
0
‘‘、
リ
を
越
え
る
平
均
年
降
雨
量
で
あ
っ
て

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
謂
ず
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る

。

吸
収
出
来
る
状
態
匠

、
保
持
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ

る
が
、

土
壌
が

裸
地
匹
な
っ
た
と
き
著
し
い

。

）
と

盾
の
両
面
の

ヽ

は
熱
帯
農

そ
れ
匠
も
増
し
て
、

一
日
＿土
壌
中
に
滲
透
し
た
水
を
、
植
物
の
根
が

． 
土
壌
中

， 
ーも5-



位
置
し
、

ば、
第
二
に
、

ガ
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
地
城
が
、
赤
道
を
は
さ
ん
で
、
南
北
緯
八
ー
一

0
度
位
ま

で
に
分
布
し
て
い
る

。

量
を
み
る

。

の
型
が
あ
る

。

第

温帯 大陸性気候の降 雨 の週 年 性

オクラハマ。 (USDA Year Book 

2
 
図

アメリカ、

・⑧
雨
期
と
乾
期
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
る
地
域
で
、

太
陽
が
年
二
回
頭
上
を
通
過
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
著
し
い
降
雨

マ
ン
ダ
レ
ー
は
こ
の
型
に
属
す
る

②
年
二
回
の
極
大
が
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ

。
た
と
え

い
一
年
中
、

11 

湿潤
"'_,..999·—·—...’’' 
I 

1898-1909 

湿 潤
•• --庸-、,9 99 ● 

1920-1929 

1955より）

湿 憫
.... 3. 

1941-1951 
ー ••一i _ 

る
と

云
わ
れ
て
い
る

。

． これ
に
は
ラ

。
こ
の
型
は
い
）
よ
り
も
や
や
高
緯
度
匠

一
様
に
雨
が
多
い
と
こ
ろ

。

の
季
節
的
分
布
が
問
題
で
あ
る

。
東
南
ア
ジ
ア
で
も
い
ろ
い
ろ
の

季
節
的

変
化

可
成
り
の
年
降

雨
量
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
農
業
的
に
は
、

105 

標準 100—
.
I長＇
h

95- -

た
と
え
ば
、

乾燥
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東南アジアにおける降水

：，しと千節風との相i\~

各 々 の腕の力向は月平均の風,~)を示 し

（中心に向かって吹く）、その長さは

月平均閃水r1iに比例させてあるc した
がって雨の砕らない月は中し・の点で示

されるにすさたい。各ノヽの腕の番号は

月をボす(,は 1)l、2は2月など）

隣
接
し
た
と
こ
ろ
で
も
地
形
に
よ
り
そ
の
変
化
の

型
も
こ
と
な
り
、

そ
の
降
雨

型
を
経
て

、
⑧
な
い
し
④
の

順
匠
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し

、
細
か
く
見
る
と
、

以
上
の
四
つ
の
型
は
、

赤
道
か
ら
北
匠
向
っ
て
い
か
ら
⑨
の

け

て
の
北
東
季
節
風
に
よ
り
、

い
づ
れ
も
、
秋
か
ら
冬
に
か

④
雨
期
が
秋
ま
た
は
冬
に
あ
ら
わ
れ
る
地
城

で、

南
西
季
節
風
を
其
正
面
匠
受
け
て

、

東
季
節
風
に
対
し
て

は
、

い
わ
ゆ
る
雨
の
蔭
と
な
っ
て
顕
著
な
乾
期
と
な
る

。

ツ
ナ
半
島
や
フ

ィ
リ

ッ
ビ

ン
の
東
海
岸
な
ど
で

、

こ
れ
に

厩
す
る
の
は
イ

ン
ド

多
量
の
降
雨
を
み
る

。

巨
視
的
に
は

、

・ン

F
,

E

F
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賃

iw

多
掻

の
降
雨
を
み
る

。

一
方
、

ン
グ
ー
ン
、

マ
カ
ッ
サ
ル
な
ど
が
属
す
る
。

． 

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

冬
期
の
北

夏
期
妬

、

． 
ーも7-



． 
第
三
に
、

温
帯
で
は
蒸
発
も
余
り
大
き
く
な
く
、
普
通
は
、
降
雨
も
余
り
激

し
く
な
い
の
で
、
年
降
雨
最
が
、

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

常
に
多
く
、
降
雨
の
大
部
分
は
強
い
ス
コ
ー
ル
の
形
で
比
較
的
短
期
間
に
降
る
。

し
た
が
っ
て
、

適
当
な
措
置
を
講
じ
な
い
と
、

作
物
に
利
用
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
る
。
同
じ
年
降
雨
量
で
も
そ
の
季
節
的

分
布
と
士
壌
条
件
な
ど
に
よ
り
、

な
り
、
農
業
に
強
い
影
響
を
与
え
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
降
雨
の
型
に
つ
い
て
は
、

し
、
降
雨
に
つ
い
て
は
余
り
問
題
は
な
い
よ
う
で
あ
る
C

そ
れ
で
も
、

以
上
の
よ
う
な
実
状
で
あ
り
、
農
業
的
匠
は
平
均
年
降
雨
量
だ
け
で
は
余
り

役
に
立
た
な
い
。
既
存
研
究
資
料
に
よ
り
、
季
節
的
分
布
の
、
ど
の
類
型
に

屈

①
標
漉
お
よ
び
地
形

時
間
の
降
雨
量
の
最
大
と
そ
の
頻
度

の
指
標
と
な
る
植
生

降

雨

の

信

頼

度

.
J
 

(
R
a
i

n
f
a
l
l
 

②
観
測
年
数

乎
均
年
降
雨
蜃
が
、
年
に
よ
る
変
異
が
大
き
く
、

ま
た
、
季
節
的
分
布
の
変

化
も
あ
っ
て
、
あ
ま
り
農
業
的
に
役
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
と
、
降
雨
に
強
く

R
e
 1
 i
 a

b

 i 1
 i
 t
y
)
 

⑤
土
壌
侵
蝕
の
程
度． ⑥
土
壊
水

③

毎

年

の

月

別

降

雨

量

④

二

四

い
て
、
少
な
く
と
も
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

す
る
か
を
調
ぺ
る
と
と
も
匠
、

そ
の
地
城
お
よ
び
近
接
地
の
気
象
観
測
点
匠
つ

て
も
、
年
匠
よ
る
と
、
乾
季
が
六
ヵ
月
に
お
よ
ぶ
年
が
あ
る
。

月
六

0
、
‘
、
リ
以
下
の
降
雨
量
）

な
ど
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る

。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
熱
帯
多
雨
林
地
帯
に
属

量
に
も
大
き
い
差
異
が
あ
る
。

の
月
数
が
平
均
ニ
カ
月
以
下
の
と
こ
ろ
で
あ
っ

D
r
.
F
.
 
H
.
 

乾
期

S
c
h
m
i

d
t
 

＾ 

予
想
以
上
の
土
壌
水
の
変
化
を
み
る
こ
と
に

平
行
的
に
作
物
に
利
用
さ
れ
る
土
壌
水
の
量

熱
帯
で
は
様
子
が
こ
と
な
り
、
蒸
発
が
非

そ
の
大
部
分
は
表
面
流
去
し
て
、

-8-



ぎ
な
い
。

こ
の
結
果
か
ら
す
る
と
、

こ
の
キ
バ
ャ

で
の
フ
リ
ン
ト
と
う
も
ろ
こ

算
匠
よ
る
と

、

全
祉
が
四
五
七
‘
‘
、
リ
以
上
に
な
る
こ

と
は
、

1
0
0年
の
中

、
催
か
六
年
に
過

五
ヵ
月
間
匹
わ
た
っ

て
適

当
な
降
雨
の
分
布

で、

か
ら
四
月
ま
で
の
五
ヵ
月
間
と
な
る
。
そ
の
栽
培
期
間
の
中
で
も
二
月
の
降
雨

と
五
月
は
降

雨
量
が
少

な
い
の
で
、

は
ヽ

最
が
五

0
0
、‘
、
リ
以
下
と
な
る
信
頼
度
は
二
七
％
で

、

も
る
こ
し
あ
る
い
は
ソ
ル
ガ
ム
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
。

リ
カ
で
は

降
雨
に
つ
い

て
も
、
年
降

雨
の

平
均
値
だ
け
で
な
く
、

(

1

9

 

5
3
)
~よ
び

の
雨
期
で

、

け
匠
つ
い
て
い
え
ば

、

ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

い
う
こ
と
匠
な
る
。

と
こ
ろ
が
、

よ
う
。

の
で

、

す
ぺ
て
の
降
雨
は

十
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
六
ヵ
月
間
に
降
る

。

． 
こ
の
こ
と
が
こ
の
栽
培
の
制
限
要
素
と
な
る
。
計

こ
こ
で
は
年
降
雨
錆
の
面
か
ら
見
れ
ば
四
年
の
中
三
年

自
然
条
件
と
の
調
和
の
中
匠
行
な
わ
れ
る
も

こ
A

匠
、
G
l
o
v
e
r
 

1

9

5

6

 

a

)
 

キ
バ
ヤ
で
の
年
降
雨

の
研
究
の
一
部
を
紹
介
し

そ
の
変
異
の
巾
は

、
最
大

一

こ
こ
で
は

、
年
降
雨
最
だ

五

0
0
ミ
リ
の
降
雨
匠
恵
ま

れ
る
と
、

し
か
も
そ

の

そ
の
信
頼
度

こ
こ
は
年
一

回

フ
リ
ン
ト
と
う

大
約
四
年
に

一
度
に
過

フ
リ
ン
ト
と
う
も
ろ
こ
し
あ
る
い
は
ソ
ル
ガ
ム
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
と

第
5
図
キ
バ

ャ
の
月
別
降
雨
蝕
の
信
頼
度
を
見
る
と

、
十

一
月

鼠
が
少

な
い
年
が
多
い

。
そ
の
時
期
は
十
一
月
に
播
種
し
た
作
物
の
最
高
の
要

水
最
の
期
間
．
に
当
る
の
で

、

八
‘
‘
、
リ
か
ら
最
小
四
七
五
‘
‘
、

リ
に
お
よ
ん
で
い
る
。

平
均
年
降
雨
量
は
六
三

二‘
‘、
リ
で
あ
る
が

、

タ
ン
ザ
ニ
ャ
の
キ
．
ハ
ャ
の
降
雨
量
の
デ

ー
タ

ー
に
よ
る
と

、

M
a
n
ni
n
g
 
(

1

9

 

5

0
,
 

の
研
究
が
行
な
わ
れ

て
い

る
。

常
に
幾
分
か
賭
の
要
素
を
も

っ
て
い
る

。

る
。
し
か
し

、
農
業
は

、
元
来
、

こ
れ
ら
の
作
物
の
栽
培
期
間
は

、
十

二
月

支
配
さ
れ
る
ア

フ
リ
カ
大

陸
な

ど
の

燥
業
開
発
は

、

a
n
d
 

一
四

R
o
bi
n
s
o
n
 

し
た
が

っ
て、

最
近

、

． 
ア
フ

そ
の

経
営

が
消
極
的
に
な
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ル

グ

で

は

、

四

第 5図 キバヤの月別降雨量の信頼度

． 毎年三
0
0日
前

後

の

雷

雨

日

数

が

あ

り

、

よ

う

に

発

生

し

、

し

か

も

強

烈

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

熱

帯

の

大

半

の

地

域

で

は

、

ど

は

ス

コ

ー

ル

の

形

で

降

る

。

こ

の

ス

コ

ー

ル

は

温

帯

匠

い

る

我

々

で

は

、

像

も

出

来

な

い

激

し

さ

で

あ

る

。

ま

た

、

雷

雨

も

、

赤

道

附

近

で

は

、

気

象

条

件

が

不

安

定

な

た

め

匠

、

熱

帯

の

降

雨

ば

ス

コ

ー

ル

が

多

い

能

性

は

極

め

て

低

い

こ

と

匠

な

る

。

し

あ

る

い

は

ソ

ル

ガ

ム

の

栽

培

は

、

二

月

に

灌

漑

し

な

い

か

ぎ

り

、

成

功

の

可

降 :----]

雨 ，
量 芯翠葵渕 8/10

m.m, 

｀ 250 

20 

1/10 

1/10 

1 _ , 

I 

の信頼度

の

の
II 

II 

I 

(Manning 1956より）

． 
マ

ニ

ラ

で

は

年

五

〇

ジ
ャ
ワ
の
ボ
イ
テ
ン
ゾ

毎

日

の

想

降

雨

の

殆

ん

ヰ

1月 2月 4月 5月
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第 6図 スコールによる土壌表面の変化と水の滲透
ア
で
は
、

み
に
、 ウ

ガ
ン
ダ
の
ナ
ム
ロ
ン
グ
で
は
、

一
九

五

0
ー
五

一
年
の
瞬
間
降
雨
の
強
さ

最
商
は
二
五
0
、
‘
、
リ
に
達
し
て
い
る
。
ち
な

日
本
で
の

一
時
間
当
り
の
降
雨
是
は

、

崎
台
風
に

よ
り

、
足
摺
岬
で

一
五
0
、
‘
、
リ

の
最
高
記
録
が
あ
る
が

、

な
豪
雨
の
頻
度
は
少
な
い
。

熱
帯
の
気
象
表
の
中
に

、

「
二
四
時
間
の
最
大
降
雨
量
」

極
め

て
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

． 

昭
和
二
0
年
九
月
十
七
日
の
枕

ニ
四
時
間
の
最
大
降
雨
祉
は
、
東
南
ア
ジ

四
0
0‘‘、

リ
に

達
す
る

：
／
バ
1

．ハぃ・
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,
0
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I
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,
7
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咬一
団

＇
，
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：
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喜

．
辺

＼

し
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↓
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01
9
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f

,
,
.
9
.

Ii

9
.
9
ぃ
ゞ
に
行
リ
・
・
均
‘

於

l
,
¥
,
.
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う

J

,
-

:

'

.

9

C

r

‘

,

Q
広
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9
 

.. 

I
 

,'
,
 

殆

ん

ど

表

面

流

去

渉

な

し

↓

表

王

深

土

↑

↑

 

ヽ

I
I
I
I

汐

I

ク
I

,

‘

、ヽ

グ
、(‘‘ 

l
/
4
`
 

／
 
‘、

一．り／

`
.
)
 

ク

-

4

 

ノ、
ー．ヽ
，

》

ジ

9‘

ゾ

降 雨 降 雨

＞
．

表

面

流

去

_
:
I

,

1

1

1

,

 

ヽ

9
,
'
|
>

貫
。ぃ-i
．
 

`

’
 

並

會

.,
F
`
 

｛

ヽ

『．
 

[

l

子

・―

↓

(
'

.

『

-‘
粒

J

l
:

・

 

～
細

らl
ヽ
．
 

l

,

 

ー
レ
｝，傲

｀

i

-

，ヽ～； 
9
,

1

,

 

東
季
節
風
が
直
撃
す
る

、

一
般
匠

、

山
脈
の
風
上
側
の
地
域
は

、

二
0
0
、
‘
、
リ
以
上
の
と
こ
ろ
が
多
く
、

南
西
季
節
風
や
北

ニ
八
‘
‘
、
リ
以
上
が
九•
四
％
で
、

が
観
測
さ
れ
て
い
る
が

、

0
回
を
越
え
る
雷
雨
が
あ
る
。

乾 燥

スコ ールで団粒組餓の

破壊された場合

よい表土

みみず、

団粒組織があり、

蟻の穴がある。 の
項
が
あ
る
の
は
、

． 
そ
の
よ
う

一
時
間
当

り
八
七
‘
‘
、
リ

以
上
の
降
雨
が
二
五
％

、
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は
な
い
。

時
間
七
五
‘
‘
、
リ
の
降
雨
饉
の
ス

コ
ー
ル
は
熱
帯
で
は
、

九
回
プ
ラ
ウ
で
耕
起
し
な
い
と
元
の
軟
ら
か
さ
匠
回
復
し
な
い
程
で
あ
る
。

五
ミ
リ
の
雨
が

、

強
い

ス`
コ

ー

ル
の
雨
滴
に
よ
り

、

は
極
め

て
大
き
い

。

す
。

ヽ

よ
り

ヽ

外
も
あ
る
。． 

が
破
壊
さ
れ
る
。

秒
速
九

一
メ
ー
ト
ル
の
落
下
速
度
で
降
る
と

、

E

l

l
i

s

o

n

(

1

9

5

2

)
 

土
堰
の
表
面
を
封
鎖

し、

雨
水
の
土
壌
中

へ
の
滲
透
を
妨
げ
る
。

降
雨
は
殆
ん
ど
表
面
流
去
水
と
な
り

、

そ
の
結
果
、

ケ
ゴ
ン
五

一
、
‘
、
リ
、

と
こ
ろ
も
珍
し
く
な
い
。

． ス
マ
ト
ラ
の
タ

土
壌
の
団
粒
組
織

こ
の
こ
と
に

ひ
ど
い
土
壇
侵
蝕
を
ひ
き
お
こ

士
壌
表
面
の
う
け
る
衝
添
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
計
算
に

よ
る
と
、

そ
の
後
二

あ
ま
り
珍
し
い
も
の
で

一
時
間
七

出
来
た
微
細
粒
子
が
士
壌
の
間
隙
を
埋
め
て

、

強
い
ス
コ
ー
ル
の
雨
滴
で
土
境
の
表
面
が
た
た
か
れ
て
、

カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
パ
リ
ッ
ク
バ
パ
ン
六
四
‘
‘
、
リ
な
ど
の
例

し
か
し
、

逆
に
地
形
匠
よ
っ
て
は

、

ー 72一



発

行

所

印

刷

所

泰

海
外
塁
業
開
発
財
団
は
左
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
技
術
者
の
あ
っ
せ
ん

西

舎

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な
ら
び
に

開
発
事
業
に
従
事
し
た
い
方

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な
ら
び
に

開
発
事

業

に
必

要
な

人
材
を
求
め
て
い
る
方

は
本
財
団
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

0
海
外
農
業
技
術
者
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
の
登
録
と
プ
ー
ル

0
新
人
か
ら
の
海
外
塁
業
技
術
者
へ
の
養
成

0
待
機
中
匠
お
け
る
技
術
の
プ
ラ
ッ
ジ
ュ
ア
ッ
プ
に
必
要
な
研
修
費
の
貸
付

0
海
外
棗
業
の
協
力
お
よ
び
開
発
事
業
を
し
て
い
る
団
体
企
業
等
へ
優
秀
な

財

団

法

人

海

外

農

業

開

発

財

団

郵

便

番

号

一

〇

七

東
京
都
港
区
赤
坂
八
ー
一

0

1
三
二

ア

ジ

ア

会

館

内

直
通
（
四

0
I

)

一
五
八
八

（
四

0
二
）
六
―
―
―

電
話

海
外
農
業
ニ
ュ
ー
ス

昭

和

四

十

七

年

七

月

二

十

日

通

巻

第
三
十
二
号

編

集

兼

発

行

人

石

黒

光

0
海
外
農
業
調
査
団
の
編
成
、
送
出

0
海
外
煤
業
情
報
の
し
ゅ
う
集
、
紹
介
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